
カ
ル
カ
ッ
タ
の
建
設
と
都
市
形
成

一
十
八
世
紀
末
ま
で
の
都
市
誌
の
試
み
一

応

地

り禾

明

カルカッタの建設と都市形成（応地）

【
要
約
】
　
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
に
商
館
を
設
置
し
た
の
は
、
一
六
九
〇
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
後
、
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
べ
ソ
ガ
ル
支
配
ひ
い
て
は
イ
ン
ド
支
配
の
拠
点
都
市
と
し
て
成
長
し
て
い
く
。
本
稿
で
は
、
十
八
世
紀
末
ま
で
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
都
市
形
成
を
、

つ
ぎ
の
三
点
か
ら
あ
と
づ
け
た
。

　
第
一
は
、
十
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
バ
ー
ギ
ラ
テ
ィ
ー
フ
ー
グ
リ
水
系
へ
の
、
政
治
的
・
経
済
的
孟
子
化
の
進
行
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
ベ
ン
ガ
ル
進
出

の
過
程
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
に
よ
る
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
選
定
の
経
緯
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
第
二
は
、
十
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
カ
ル
カ
ッ
タ
の
成
長
過
程
で
あ
る
。
と
く
に
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
の
後
背
地
の
形
成
と
初
期
の
都
市
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

検
討
し
た
。

　
第
三
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
カ
ル
カ
ッ
タ
の
変
容
過
程
で
あ
る
。
シ
ラ
ー
ジ
n
ウ
ダ
ウ
ラ
ー
か
ら
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
奪
回
と
、
プ
ラ
ッ
シ
ー
の

戦
い
で
の
勝
利
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
性
格
を
大
き
く
変
え
た
。
そ
れ
を
契
機
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
商
館
都
市
か
ら
、
イ
ン
ド
支
配

の
政
治
的
・
軍
事
的
拠
点
へ
と
変
貌
す
る
。
そ
の
変
貌
は
、
再
建
カ
ル
カ
ッ
タ
の
都
市
プ
ラ
ン
に
も
明
瞭
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
、
現
在
に

も
つ
づ
く
カ
ル
カ
ッ
タ
の
基
本
的
な
都
市
構
造
は
で
き
あ
が
り
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
人
地
区
と
イ
ン
ド
人
地
区
と
の
空
間
的
セ
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
も
明
確
化

し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
〇
巻
六
号
　
一
九
七
七
年
十
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
支
配
は
、
伝
統
的
な
イ
ン
ド
都
市
に
さ
ま
ざ
ま
な
改
変
を
く
わ
え
た
だ
け
で
な
く
、
支
配
の
拠
点
と
し
て
自
ら
の
都
市
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を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
七
一
年
現
在
、
イ
ン
ド
の
百
万
都
市
は
同
市
を
か
ぞ
え
る
が
、
そ
の
う
ち
カ
ル
カ
ヅ
タ
・
ボ
ン

ベ
イ
・
マ
ド
ラ
ス
・
カ
ン
プ
ー
ル
の
四
面
は
、
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
短
期
間
の
う
ち
に
寒
村
か
ら
巨
大
都
市
へ
と
成
長
し

た
、
と
い
う
共
通
し
た
歴
史
を
も
つ
。
な
か
で
も
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。
十
七
世
紀
末
に
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
館

所
在
地
と
し
て
出
発
し
、
同
会
社
の
よ
り
古
い
拠
点
で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
・
マ
ド
ラ
ス
な
ど
を
お
い
越
し
て
、
一
七
七
四
年
か
ら
一
九
一
二
年
ま

で
の
お
よ
そ
一
世
紀
半
に
わ
た
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
統
治
に
お
け
る
首
都
と
し
て
君
臨
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
カ
ル
カ
ッ
タ
に
つ
い
て
、
ボ
ン
ベ
イ
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
人
作
家
キ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
国
議
鰐
。
q
）
は
、
か
つ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
う
た
っ
た
こ
と

が
あ
る
。

　
　
「
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
の
午
餐
の
休
息
か
ら
　
都
市
が
成
長
し
た
。
ち
ょ
う
ど
　
か
び
が
温
床
か
ら
無
秩
序
に
は
び
こ
つ
て
い
く
よ
う
に
　
都

　
　
市
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。
偶
然
に
導
か
れ
　
偶
然
に
設
立
さ
れ
　
定
め
ら
れ
　
そ
し
て
建
設
さ
れ
た
　
泥
土
の
上
に
。
宮
殿
と
牛
小
屋

　
　
と
掘
建
小
屋
が
　
貧
困
ど
誇
り
が
　
た
が
い
に
と
な
り
あ
っ
て
」
。

　
あ
る
意
味
で
は
、
こ
の
詩
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
成
立
と
拡
大
の
プ
ロ
セ
ス
を
い
み
じ
く
も
う
た
い
あ
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ル
カ
ッ
タ
が
、

成
立
契
機
を
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
に
負
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
無
秩
序
な
都
市
拡
大
が
展
開
す
る
ま
ま
に
成
長
を
と
げ
て
き
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　
か
ね
て
、
私
は
、
イ
ン
ド
農
村
の
変
容
過
程
が
、
都
市
と
の
関
連
で
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
、

イ
ン
ド
に
お
け
る
農
村
と
都
市
と
の
関
係
を
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
と
に
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
第
一
は
、
地
方
的
小
中

心
都
市
の
存
立
基
盤
の
検
討
で
あ
り
、
第
二
は
、
巨
大
都
市
に
お
け
る
都
市
化
の
展
開
過
程
の
研
究
で
あ
る
。
本
稿
は
、
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
ら
進
め
て
い
る
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
研
究
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
十
七
世
紀
末
～
十
八
世
紀
末
の
お
よ
そ
一
世
紀
問
に
お

け
る
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
建
設
と
都
市
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
イ
ン
ド
の
地
理
学
研
究
に
お
い
て
も
、
都
市
の
成
長
過
程
の
研
究
は
、
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
研
究
は
、
南
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ン
ド
と
ガ
ン
ジ
ス
川
中
、
上
流
域
の
両
地
方
に
偏
画
し
て
い
る
。
ベ
ン
ガ
ル
を
対
象
と
す
る
研
究
は
意
外
に
少
な
い
う
え
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
に
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つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
ひ
と
し
い
の
が
、
現
状
で
あ
る
。
し
か
も
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
十
七
～
十
八
世
紀
の
カ
ル
カ
ッ
タ
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

も
と
も
と
資
料
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
で
管
見
し
う
る
も
の
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
を
工
次
的
資
料
に
依
存
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
、
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

①
　
カ
ル
カ
ッ
タ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
つ
ぎ
の
二
つ
の
小
論
で
ふ
れ
た
こ
と
が
あ

　
る
。

　
拙
稿
「
カ
ル
カ
ッ
タ
」
　
（
藤
岡
謙
二
郎
・
谷
岡
武
雄
編
『
世
界
の
百
万
都
市
』

　
昭
和
五
一
年
、
所
収
）
二
一
一
～
二
＝
二
ペ
ー
ジ
。

　
拙
稿
「
カ
ル
カ
ッ
タ
の
形
成
と
発
展
－
十
九
世
紀
に
お
け
る
都
市
整
備
を
中

　
心
と
し
て
」
（
藤
岡
謙
二
郎
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編
『
都
市
研
究
』
、
昭
和
五
三

年
刊
行
予
定
）
。

②
ぎ
α
㌶
コ
O
o
§
。
鴇
。
｛
o
o
o
。
巨
ω
。
一
窪
8
閑
㊦
。
・
①
霞
。
庁
〉
ω
周
く
2
0
山
男
甲

　
。
。
㊦
留
。
げ
ヨ
O
Φ
o
σ
q
諺
℃
げ
ざ
扇
。
ヨ
σ
ρ
ざ
娼
や
ト
ニ
O
蒔
～
b
Ω
8
陰

③
　
ベ
ン
ガ
ル
を
対
象
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
研
究
を
あ
げ
う
る

　
に
す
ぎ
な
い
。

　
切
げ
暮
富
。
げ
貰
鴫
P
累
鳴
U
』
ジ
角
ロ
窃
三
伽
㊤
げ
㊤
q
l
騨
。
。
君
α
団
冒
q
『
び
9
昌
α
q
o
o
σ
q
憎
㌣

　
℃
げ
ざ
ミ
野
Q
亀
偽
メ
、
象
§
さ
ミ
凡
3
く
。
ド
伊
6
α
P
℃
℃
。
い
。
。
～
O
ド

　
U
β
窪
婚
》
■
設
い
国
く
。
貯
銘
。
資
o
h
一
9
勇
。
。
7
⑦
畠
娼
ロ
同
○
謬
ざ
h
3
藪
§
贈
0
8
蝕
、
．

　
、
o
無
き
く
。
一
■
出
層
一
㊤
①
◎
娼
や
H
り
～
ま
．

④
　
H
ロ
a
ρ
O
①
房
q
ω
O
o
ヨ
旨
尻
玖
。
轟
。
コ
　
O
o
昌
誓
m
o
h
H
口
巳
P
　
お
窪
層
く
。
一
・
ρ

　
男
霞
仲
倉
や
伊

カルカッタの建設と都市形成（応地）

カ
ル
カ
ッ
タ
建
設
の
背
景

　
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
ガ
ン
ジ
ス
　
デ
ル
タ
の
西
端
を
流
れ
る
フ
ー
グ
リ
（
口
。
。
σ
q
巴
団
）
川
に
面
し
て
い
る
。
周
辺
は
、
地
形
発
達
史
の
う
え
で
、
成

熟
期
か
ら
老
衰
期
に
分
類
さ
れ
る
三
角
州
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
老
衰
期
三
角
州
の
特
徴
に
つ
い
て
、
井
関
弘
太
郎
は
、
バ
グ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
切
ρ
σ
q
。
瓢
）
に
よ
り
つ
つ
、
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
　
「
老
衰
期
三
角
州
の
地
区
で
は
、
河
道
の
多
く
は
心
積
に
よ
っ
て
寸
断

さ
れ
た
池
沼
状
を
な
し
、
ま
た
発
達
し
た
自
然
堤
防
の
た
め
、
河
川
は
増
水
期
に
お
い
て
す
ら
氾
濫
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
よ
ど
ん
だ
河
水
と
、

砂
質
壌
土
か
ら
な
る
自
然
堤
防
と
、
マ
ラ
リ
ア
の
発
生
源
と
な
る
腐
敗
し
た
後
背
湿
地
1
し
か
も
そ
の
一
部
は
塩
水
化
し
て
い
る
一
と
か

ら
な
り
、
三
角
州
地
域
で
は
最
も
非
衛
生
的
な
地
区
と
さ
れ
て
い
る
」
。

　
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
老
衰
期
三
角
州
の
自
然
堤
防
上
に
成
立
し
た
都
市
で
あ
り
、
東
に
は
塩
水
性
後
背
湿
地
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が
よ
こ
た
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
は
、
マ
ラ
リ
ア
や
コ
レ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
熱
帯
性
疾
病
の
汚
染
地
で
あ
り
、
と
り
わ
け
非
健
康
的
な
地

域
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
は
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
頭
か
ら
八
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
さ
か
の
ぼ
っ
た
内
陸
に
位
置
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
こ
で
の
フ
ー
グ
リ
川
の
潮
差
は
、
三
～
六
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
と
い
う
悪
条
件
を
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
冠
水
の
被
害
を
こ

う
む
り
や
す
く
す
る
と
と
も
に
、
同
川
の
河
川
港
で
あ
る
カ
ル
カ
ッ
タ
港
へ
の
外
洋
船
舶
の
航
行
を
危
険
な
も
の
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
々
の

悪
条
件
を
お
し
切
っ
て
、
こ
の
地
に
ロ
ン
ド
ン
に
つ
ぐ
大
英
帝
国
第
二
の
都
布
が
成
立
す
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
ま
さ
し
く
イ
ギ
リ
ス
の
ベ
ン

ガ
ル
支
配
へ
の
意
志
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
建
設
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
つ
ぎ
の
三
点
を
当
面
の
検
討
課
題
と
し
て
と
り
出
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、

　
ω
　
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
人
の
来
航
を
契
機
と
す
る
ベ
ン
ガ
ル
の
地
域
構
造
の
変
化
。

　
②
　
そ
れ
に
と
も
な
う
フ
ー
グ
リ
川
流
域
へ
の
成
極
化
の
進
行
。

　
③
　
そ
れ
ら
に
並
行
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
ベ
ン
ガ
ル
進
出
。

　
こ
れ
ら
三
点
の
検
討
を
通
じ
て
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
建
設
の
背
景
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
の
　
十
七
～
十
八
世
紀
に
お
け
る
ベ
ン
ガ
ル
の
状
況

　
（

　
周
知
の
よ
う
に
、
十
七
世
紀
に
は
い
る
と
、
ヨ
ー
隠
ッ
パ
で
は
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
ド
熱
（
H
轟
島
一
騨
郎
　
∩
冒
触
ρ
N
O
）
」
が
た
か
ま
っ
て
い
く
。
そ
れ
に

つ
れ
て
、
イ
ン
ド
産
品
へ
の
需
要
が
拡
大
す
る
一
方
、
そ
れ
ま
で
の
主
要
商
品
た
る
香
辛
料
の
需
要
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
こ
の
過
程
の
な
か

で
、
イ
ン
ド
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
深
く
接
触
し
、
と
く
に
繊
維
工
業
品
の
重
要
な
生
産
地
・
輸
出
地
と
な
っ
た
。

　
ム
ガ
ー
ル
帝
国
の
歴
史
に
お
い
て
も
、
十
七
世
紀
は
、
工
業
生
産
が
も
っ
と
も
拡
大
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
当
時
の
工
業
生
産
は
、
大
別
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
、
二
つ
の
職
人
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
一
つ
は
、
ガ
ド
ギ
ル
（
O
器
σ
Q
ε
の
い
う
村
落
工
業
の
担
い
手
で
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
な
需
要
に

対
応
す
る
伝
統
的
な
村
職
人
層
で
あ
っ
た
。
他
は
、
都
市
工
業
の
担
い
手
で
あ
り
、
宮
廷
貴
族
・
富
裕
階
級
の
需
要
に
対
応
す
る
都
市
職
人
層

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
後
者
は
、
⑧
王
室
の
監
督
下
に
あ
る
王
立
工
場
（
カ
：
ル
・
ハ
ー
ナ
閑
吟
国
げ
雪
ρ
）
で
働
く
も
の
、
お
よ
び
㈲
商
業
資
本
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カルカッタの建設と都市形成（応地）

第1表　17世紀， ムガール帝国領内における主要工業都市

　　　　　　　　　　　　　（プラカーシュによる）

主　要　中　心　都　市
アーグラ，デリー，ラホール，ムルタン，タッタ，アーメダバード，バローチ，

スーラト，カソベイ，ブルハンプール，バトナ，ダッカ

サルヒンド，サマナー，ナサルプール，セf・一ワソ，シロソジ，ナサリ，シャー

ザドプール，ソナルガオン，アングレザバード

工業名

繊維工業全般

綿 工　業

ベナーレス，ムルシダバード，カシムバザール，スリナガル，シァルコット，

マルダ絹工業
アルワル，バーラトプール，ファテプールシクリ，ジャムプール

ベナーレス，アーグラ，デリー，ラホール，タッタ，ブルハンプール，スーラ

ト，バトナ，グワリオル，シァルコット，ウッジン，パタン，アングレザバー

ド，バーカル

羊毛工業

金属工業

アーメダバード，シァルコット，ガヤ，シャーザドプール

ラホール，タッタ，サルヒンド

ダツカ

製紙工業

皮革工業
ジュート工業

に
く
み
こ
ま
れ
た
職
人
層
、
の
二
つ
か
ら
な
っ
て
い
た
。
イ
ン
ド
産
品
の
市

場
が
世
界
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
商
人
階
級
に
よ
る
工
業
生
産
の

掌
握
が
す
す
み
、
㈲
の
職
人
層
の
拡
充
・
肥
大
が
み
ら
れ
た
。
都
市
職
人
層

の
広
汎
な
成
立
は
、
都
市
の
発
展
と
拡
大
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
都
市
機

能
の
多
…
様
化
を
促
進
し
た
。
従
来
、
政
治
都
市
・
軍
事
都
市
と
い
う
消
費
的

性
格
を
つ
よ
く
も
っ
て
い
た
都
市
さ
え
も
が
、
こ
の
時
期
に
は
、
工
業
・
商

業
活
動
と
い
う
経
済
的
機
能
を
集
積
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ア
ー
グ
ラ

（
諺
σ
q
目
ρ
）
、
デ
リ
ー
（
U
o
浮
一
）
、
ラ
ホ
ー
ル
（
ぴ
ρ
げ
。
目
。
）
、
ム
ル
タ
ン
（
正
夢
犀
ρ
郎
）
、

タ
ッ
タ
（
門
げ
ρ
窪
ρ
）
、
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
（
跨
げ
巳
！
。
畠
げ
践
）
な
ど
が
、
こ
の
好
例

で
あ
っ
た
。
プ
ラ
カ
ー
シ
ュ
（
℃
巴
ρ
犀
器
げ
）
に
よ
っ
て
整
理
す
れ
ば
、
第
一
表

に
示
し
た
よ
う
に
、
諸
工
業
の
集
積
都
市
が
、
こ
の
時
期
に
帝
国
領
内
の
各

　
　
　
　
　
　
　
　
③

地
に
輪
生
し
て
い
っ
た
。

　
第
一
表
に
列
挙
し
た
諸
都
市
の
う
ち
、
ダ
ッ
カ
（
U
霧
＄
）
、
バ
ト
ナ
（
勺
帥
学

ロ
騨
）
、
ソ
ナ
ル
ガ
オ
ン
（
ω
o
ロ
鴛
σ
q
8
口
）
、
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
（
竃
窪
ω
げ
＆
騨
び
蝕
）
、

マ
ル
ダ
（
日
嗣
α
伊
）
、
カ
シ
ム
バ
ザ
ー
ル
（
図
餌
訟
臼
げ
ρ
N
窪
）
、
ガ
ヤ
（
Ω
p
団
騨
）
は
、

い
ず
れ
も
広
義
の
ベ
ン
ガ
ル
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
諸
都
市
で
の
主

要
工
業
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
綿
・
絹
な
ど
の
繊
維
工
業
で
あ
っ
た
。
ベ
ン

ガ
ル
産
の
綿
や
絹
の
精
巧
な
高
級
品
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
と
っ
て
は
、
妖

精
か
昆
虫
が
つ
く
っ
た
も
の
で
、
と
う
て
い
人
間
の
手
に
な
る
も
の
と
は
思
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④

わ
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ベ
シ
ガ
ル
に
お
け
る
諸
学
贔
の
生
産
地
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
述
べ
れ
ば
、
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
綿
製
品
の
主
要
生
産
地
帯
は
、
メ
グ
ナ
（
鼠
①
σ
Q
ぎ
p
）
川
の
両
岸
を
、
お
よ
そ
全
長
六
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

わ
た
っ
て
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
中
心
は
、
ダ
ヅ
カ
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
カ
バ
シ
ア
（
囚
ρ
嚇
ω
ε
地
方
　
　
ダ
ッ
カ
の
北
方
に
あ
た
り
、
そ
の

地
名
は
カ
パ
ー
ス
（
国
運
霧
、
綿
の
意
）
に
由
来
す
る
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
の
土
壌
は
、
　
こ
と
に
綿
の
良
質
種
の
生
産
に
適
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

そ
の
晶
種
は
全
イ
ン
ド
で
匹
敵
す
る
も
の
が
な
い
と
い
わ
れ
た
。
同
時
に
カ
バ
シ
ア
地
方
は
、
最
高
級
の
モ
ス
リ
ン
産
地
と
し
て
箸
名
で
あ
っ

た
。
な
か
で
も
、
現
在
は
廃
村
と
化
し
て
い
る
ソ
ナ
ル
ガ
オ
ン
ー
ダ
ッ
カ
北
方
お
よ
そ
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
所
在
i
は
、
　
「
イ
ン
ド

で
最
良
か
つ
最
も
繊
細
な
綿
布
の
産
地
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
ダ
ッ
カ
産
の
手
紡
ぎ
綿
糸
は
、
漂
白
す
る
と
よ
り
強
く
、
よ
り
繊
細
に
な
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
ラ
ー
ジ
マ
ハ
！
ル
（
国
ρ
言
塾
巴
）
、
ハ
リ
ハ
ル
プ
ー
ル
（
鵠
騨
ユ
冨
愚
弩
）
、
バ
ル
バ
カ
パ
ー
ド
（
（
b
づ
再
び
鋳
さ
巴
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

タ
ン
ダ
（
円
ρ
昂
創
ρ
）
、
バ
コ
ー
ル
（
切
霧
9
Φ
）
な
ど
も
、
重
要
な
綿
業
地
で
あ
っ
た
。

　
絹
製
品
は
、
良
質
の
生
糸
産
地
で
あ
る
バ
ト
ナ
周
辺
、
お
よ
び
フ
ー
グ
リ
川
沿
岸
の
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
・
カ
シ
ム
バ
ザ
ー
ル
で
生
産
さ
れ
た
。

生
糸
の
品
質
は
、
新
鮮
な
桑
葉
を
供
給
し
う
る
か
否
か
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
桑
の
栽
培
に
適
し
て
い
た
こ
れ
ら
の
地
方
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

高
級
絹
製
品
の
特
産
地
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
綿
・
絹
工
業
の
発
展
は
、
漂
白
・
金
銀
糸
生
産
・
刺
繍
な
ど
の
関
連
工
業
の
発
達
を
も
た
ら
し
た
。
と
く
に
ダ
ッ
カ
の
金
銀
の
細
線

細
工
や
刺
繍
は
著
名
で
あ
っ
た
。
繊
維
関
係
以
外
で
は
、
ム
ル
シ
ダ
パ
！
ド
の
象
牙
細
工
・
真
鋳
製
品
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
ガ
ー
ル
（
国
H
冨
9
品
霞
）

の
陶
器
、
ダ
ッ
カ
の
貝
細
工
i
そ
の
原
料
は
、
遠
く
イ
ン
ド
洋
上
の
モ
ル
デ
ィ
ブ
（
鼠
巴
臼
ぐ
①
）
諸
島
や
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
、
パ
ラ
ソ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

（
切
9
一
ρ
ω
O
目
Φ
）
経
由
で
も
た
ら
さ
れ
た
一
、
ジ
ェ
ソ
ー
ル
（
圏
ω
ω
自
Φ
）
・
フ
ァ
リ
ド
プ
ー
ル
（
悶
巴
音
農
）
の
砂
糖
、
北
部
地
方
の
ジ
ュ
ー
ト
な
ど

の
特
産
物
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
く
わ
え
て
、
ベ
ン
ガ
ル
に
は
、
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
で
生
産
さ
れ
る
諸
産
品
、
と
く
に
硝
石
・
イ
ン
デ
ィ
ゴ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ア
ヘ
ン
な
ど
の
集
散
機
能
が
あ
っ
た
。
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こ
う
し
た
べ
ソ
ガ
ル
の
諸
物
産
を
め
ざ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
列
強
が
進
出
し
て
く
る
。
そ
の
嚇
矢
を
な
し
た
の
は
、
イ
ン
ド
の
他
の
地
方
と
お

な
じ
く
、
こ
こ
で
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
早
く
も
一
五
三
〇
年
代
に
ベ
ン
ガ
ル
に
来
航
し
、
フ
ー
グ
リ
に
商
館
を
設
立
し
た
。

以
後
、
十
七
世
紀
中
期
ま
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ベ
ン
ガ
ル
の
国
外
貿
易
を
独
占
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
熱
烈
な
宗
教
意
識
と
改
宗
強
制
は
、

し
だ
い
に
ム
ガ
ー
ル
王
権
に
対
す
る
挑
戦
と
み
な
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
う
え
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
イ
ン
ド
人
に
対
す
る
態
度
が
冷
酷
に

す
ぎ
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
ム
ガ
ー
ル
帝
国
側
か
ら
み
れ
ば
、
彼
ら
は
む
し
ろ
歓
迎
さ
れ
ざ
る
客
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に

対
抗
さ
せ
る
阻
的
も
あ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
の
後
発
グ
ル
ー
プ
が
、
ム
ガ
1
ル
王
朝
か
ら
好
意
を

も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
一
六
七
〇
年
代
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
べ
ソ
ガ
ル
交
易
か
ら
脱
落
し
て
い
く
。
ク
ラ
ベ
ル
（
O
一
ρ
ぐ
①
＝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
、
副
六
七
六
年
に
、
フ
ー
グ
リ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
フ
ー
グ
リ
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
多
い
け
れ
ど
も
、
彼
ら
は
い
や
し
く
、
み
す
ぼ
ら
し
い
状
態
で
暮
し
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
交

　
　
易
は
、
も
は
や
雷
及
す
る
に
値
し
な
い
。
彼
ら
は
、
い
ま
で
は
ム
ガ
ー
ル
の
傭
兵
と
な
っ
て
糊
口
を
し
の
い
で
い
る
」
。

　
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
遅
れ
る
こ
と
約
一
世
紀
の
一
六
三
三
年
に
、
は
じ
め
て
ベ
ン
ガ
ル
に
来
航
し
、
チ
ソ
サ
ラ
（
9
ぎ
ω
霞
p
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

拠
点
に
、
フ
ー
グ
リ
・
カ
シ
ム
バ
ザ
ー
ル
・
バ
ト
ナ
に
商
館
を
設
け
て
い
っ
た
。
＝
ハ
五
五
年
以
後
は
、
フ
ー
グ
リ
が
、
彼
ら
の
ベ
ン
ガ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

お
け
る
最
大
の
商
館
所
在
地
と
な
っ
た
。
し
か
し
オ
ラ
ン
ダ
人
も
、
十
七
世
紀
末
に
は
没
落
し
は
じ
め
、
十
八
世
紀
に
は
い
る
と
彼
ら
の
べ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ガ
ル
か
ら
の
後
退
は
確
定
的
と
な
っ
た
。
以
後
、
彼
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー
イ
ソ
ド
間
交
易
よ
り
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー
東
ア
ジ
ア
間
交
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
主
力
を
傾
注
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
や
や
遅
れ
て
一
六
八
一
年
か
ら
八
七
年
に
か
け
て
、
西
海
岸
の
ス
ー
ラ
ト
（
ω
霞
ρ
峠
）
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
へ
予
備
調
査
隊
を
派

　
　
⑯

遣
し
た
。
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
一
六
九
〇
年
に
シ
ャ
ソ
デ
ル
ナ
ゴ
ル
（
O
冨
巳
。
H
轟
σ
q
o
器
）
に
商
館
を
設
立
し
た
。
以
後
、
カ
シ
ム
バ
ザ
ー

ル
・
ダ
ッ
カ
・
バ
ト
ナ
へ
と
商
館
網
を
ひ
ろ
げ
て
い
っ
た
。
十
八
世
紀
前
半
に
は
、
彼
ら
の
ベ
ン
ガ
ル
で
の
活
動
は
最
盛
期
を
む
か
え
た
。
し

か
し
イ
ギ
リ
ス
を
凌
駕
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
　
一
七
五
七
年
の
プ
ラ
ッ
シ
ー
（
コ
霧
器
望
）
の
戦
い
で
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
後
退
は
決
定
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的
と
な
っ
た
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
人
は
、
　
一
六
七
三
年
に
バ
ラ
ソ
ー
ル
に
来
航
し
、
十
八
世
紀
は
じ
め
に
セ
ラ
ソ
ポ
ー
ル
（
ω
①
話
白
℃
。
お
）
に
根
拠
地
を
確
保
し
た
。

し
か
し
彼
ら
の
ベ
ン
ガ
ル
で
の
交
易
は
、
当
初
か
ら
大
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
う
え
に
、
次
第
に
後
退
し
て
い
っ
た
。

　
さ
ら
に
一
七
二
〇
年
代
に
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
商
人
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
合
弁
に
な
る
東
方
会
社
の
活
動
が
み
ら
れ
た
。
同
会
社
は
、
一
七

二
三
年
に
ム
ガ
ー
ル
皇
帝
よ
り
取
引
許
可
の
勅
許
を
得
、
バ
ン
キ
バ
ザ
ー
ル
（
b
d
ρ
溢
一
一
げ
拶
N
P
H
）
、
つ
い
で
カ
シ
ム
バ
ザ
ー
ル
に
商
館
を
建
設
し
た
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
排
斥
運
動
が
発
生
し
、
一
七
三
〇
年
代
に
は
、
同
会
社
は
ベ
ン
ガ
ル
か
ら
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
幻
　
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
商
館
綱
の
形
成

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
六
三
〇
年
代
か
ら
、
ベ
ン
ガ
ル
交
易
へ
の
進
出
を
め
ざ
し
て
努
力
を
傾
け
て
き
た
。
ま
ず
、
＝
ハ
三
三
年
三
月
二
二
日
に
、

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
の
マ
ス
ラ
パ
タ
ム
（
蜜
舘
巳
署
簿
冨
ヨ
）
の
商
館
か
ら
、
ベ
ン
ガ
ル
へ
通
商
使
節
が
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
ベ
ン
ガ

ル
大
守
と
会
見
し
て
ベ
ン
ガ
ル
で
の
商
館
設
立
の
許
可
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
行
は
、
四
月
一
二
日
に
、
現
在
の
オ
リ
ッ
サ
州
の
ハ
リ
ハ

ル
プ
ー
ル
（
国
ρ
ユ
冨
愚
輩
）
に
達
し
、
さ
ら
に
カ
タ
ッ
ク
（
0
5
ヰ
8
犀
）
近
く
の
マ
ル
カ
ン
デ
ィ
（
鋸
巴
。
導
身
）
に
お
い
て
大
守
と
の
会
見
に
成
功
す

る
。
大
守
よ
り
、
ワ
デ
ィ
ア
（
≦
9
・
象
p
、
現
在
の
オ
リ
ッ
サ
に
あ
た
る
）
内
の
い
ず
れ
の
地
に
お
い
て
も
、
関
税
な
し
で
自
由
に
交
易
し
う
る

許
可
を
得
、
同
年
、
最
初
の
商
館
を
ハ
リ
ハ
ル
プ
ー
ル
に
建
設
す
る
。
さ
ら
に
一
行
は
、
船
を
進
め
て
バ
ラ
ソ
ー
ル
に
到
達
す
る
。
＝
ハ
三
四

年
に
は
、
そ
こ
に
も
商
館
を
設
置
し
、
以
後
一
〇
年
近
く
の
間
、
バ
ラ
ソ
ー
ル
は
ベ
ン
ガ
ル
交
易
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
根
拠
地
と
な
っ
て
い

く
。
一
六
五
一
年
に
は
、
時
の
ベ
ン
ガ
ル
大
守
ス
ル
タ
ン
　
シ
ュ
ジ
ャ
ー
（
ω
巳
♂
き
ω
冨
寅
）
か
ら
、
年
三
、
○
○
○
ル
ピ
ー
の
支
払
い
を
条
件

と
し
て
、
い
が
な
る
制
限
も
な
し
に
ベ
ン
ガ
ル
内
で
交
易
し
う
る
、
と
い
う
特
許
状
（
ニ
シ
ャ
ン
、
密
。
。
冨
ロ
）
を
獲
得
し
た
。
同
年
、
イ
ギ
リ

ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
フ
ー
グ
リ
に
商
館
を
設
立
す
る
。
そ
れ
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
商
館
が
、
ベ
ン
ガ
ル
各
地
に
設
立
さ
れ
て
い
く
。
　
一
六
五
七

年
に
は
絹
製
品
を
求
め
て
カ
シ
ム
バ
ザ
ー
ル
に
、
ま
た
硝
石
を
求
め
て
バ
ト
ナ
と
シ
ン
ギ
ヤ
（
ω
貯
σ
頃
ぐ
ρ
）
に
、
さ
ら
に
一
六
六
八
年
に
は
、
綿

工
業
の
中
心
で
あ
り
、
当
時
の
ペ
ソ
ガ
ル
の
首
都
で
あ
っ
た
ダ
ヅ
カ
、
お
よ
び
北
西
方
の
泪
都
ラ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
に
、
ま
た
＝
ハ
七
六
年
に
は
、
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生
糸
を
求
め
て
マ
ル
ダ
に
、
お
の
お
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
館
が
設
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
＝
ハ
九
〇
年
に
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
ス

タ
ニ
ュ
テ
ィ
（
ω
9
§
暮
唄
、
現
在
の
カ
ル
カ
ッ
タ
市
の
北
部
地
区
に
あ
た
る
）
に
商
館
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会

障

O
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⊂
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第1図ペソガル内の四地域とイギリス商館所在地

（
じ
ま
ヨ
▽
マ
て
“
丁
重
　
　
　
　
　
　
　
〔
ω
｝
Ψ
▽
1
7
－
一
u
〃
“
－
一
寧
く
黛
巳
．
〉
湯
呑

（
糟
）
洩
塁
上
一
－
刈
日
こ
て
純
…
亭
浮
蕩
　
　
｛
奪
》
！
馳
唱
守
ヘ
ー
－
“
一
、
く
浮
蔦

厩
二
二
尋
唾
黛
難
§
（
δ
8
喰
）
蛇
き
S
賎
艇
く
×
課
露
薫
爵
盗
　
　
レ
［
三
二
藤
S
収
せ
己
メ
二
極
無
届
苗

社
は
、
十
七
世
紀
末
に
は
商
館

網
を
ベ
ン
ガ
ル
全
土
に
広
げ
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
十

八
世
紀
に
は
い
る
と
、
第
一
図

　
　
　
　
　
⑱

に
示
す
よ
う
に
、
そ
の
ベ
ン
ガ

ル
に
お
け
る
商
館
配
置
は
ま
す

ま
す
拡
充
さ
れ
、
密
度
を
高
め

て
い
く
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

カ
ル
カ
ッ
タ
の
前
身
で
あ
る
ス

タ
ニ
ュ
テ
ィ
に
商
館
を
設
置
し

た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
こ
が
東
イ

ン
ド
会
社
の
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け

る
根
拠
地
と
し
て
、
当
初
か
ら

予
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
こ
と
、
ま
た
同
会
社
の
ペ
ン
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⑲

ガ
ル
に
お
け
る
他
の
商
館
所
在
地
に
く
ら
べ
て
、
そ
の
重
要
性
が
と
り
わ
け
大
き
い
わ
け
で
も
な
か
っ
た
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

点
に
つ
い
て
、
バ
ウ
リ
i
（
b
d
o
毛
器
《
）
の
報
告
を
も
と
に
検
討
す
る
。

　
彼
は
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
商
館
設
立
の
直
前
に
あ
た
る
一
六
六
九
～
七
九
年
に
ベ
ン
ガ
ル
に
来
航
し
、
フ
ー
グ
リ
川
周
辺
地
域
の
測
図
と
現
況

報
告
と
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
報
告
に
は
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
何
の
言
及
も
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
彼
の
作
成
し
た
地
図
ー
フ
ー
グ

リ
川
下
流
部
の
う
ち
、
河
口
か
ら
フ
ー
グ
リ
ま
で
を
記
載
一
に
よ
っ
て
も
、
現
在
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
地
に
は
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
と
ゴ
ビ
ン
ダ

プ
ー
ル
（
O
。
≦
巳
竜
霞
）
の
二
つ
の
小
集
落
が
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
当
時
の
寒
村
の
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
フ
ー

グ
リ
は
、
河
岸
ぞ
い
に
人
家
の
た
ち
な
ら
ぶ
都
市
的
集
落
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ー
グ
リ
に
つ
い
て
、
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記

　
　
　
⑳

し
て
い
る
。

　
　
「
フ
ー
グ
リ
の
町
は
、
同
名
の
川
の
河
口
の
浅
瀬
か
ら
一
五
〇
マ
イ
ル
さ
か
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
こ
は
、
す
ば
ら
し
く
す
て
き

　
　
な
と
こ
ろ
で
、
人
口
は
多
く
、
沢
山
の
う
つ
く
し
い
建
物
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
美
観
を
高
め
て
い
る
の
は
、
庭
園
、
す
ば
ら
し
い
木
立
、

　
　
非
常
に
大
き
な
バ
ザ
ー
ル
、
こ
の
国
有
数
の
き
れ
い
な
旅
人
用
の
無
料
宿
泊
施
設
、
お
よ
び
美
し
い
二
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
館
i
す
な

　
　
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
方
が
、
わ
れ
わ
れ
の
も
の
よ
り
も
立
派
で
あ
る
こ
と

　
　
を
告
白
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
…
…

　
　
・
町
は
、
決
し
て
規
則
的
に
は
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
非
常
に
気
持
の
い
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ベ
ン
ガ
ル
で
最
も
富
裕
な
商
人
も
、

　
　
い
く
人
か
は
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
。
オ
リ
ッ
サ
・
ベ
ン
ガ
ル
・
バ
ト
ナ
か
ら
産
出
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
商
品
が
、
連
日
、
公
共
バ
ザ

　
　
ー
ル
i
一
般
に
大
バ
ザ
ー
ル
と
よ
ば
れ
て
い
る
一
で
取
引
さ
れ
る
。
大
．
バ
ザ
ー
ル
と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
綿
花
・
粗

　
　
キ
ャ
ラ
コ
・
食
料
品
な
ど
特
定
の
商
品
だ
け
を
扱
う
バ
ザ
ー
ル
が
、
そ
こ
に
沢
山
あ
つ
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
フ
ー
グ
リ
の
イ

　
　
ギ
リ
ス
商
館
は
、
　
（
ベ
ン
ガ
ル
・
オ
リ
ッ
サ
・
バ
ト
ナ
の
）
三
王
領
を
統
括
す
る
。
…
…
」

　
バ
ウ
リ
ー
の
記
述
は
、
フ
ー
グ
リ
の
繁
栄
の
さ
ま
を
伝
え
て
お
り
、
フ
ー
グ
リ
川
ぞ
い
で
は
、
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
商
館
が
こ
こ
に
開
設
さ
れ
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⑳

た
の
は
至
当
で
あ
っ
た
。
彼
が
述
べ
る
と
お
り
、
フ
ー
グ
リ
商
館
は
、
当
時
の
べ
ソ
ガ
ル
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
最
大
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
。

　
の
　
ベ
ン
ガ
ル
の
地
域
構
造
の
変
化

　
（

　
前
述
の
と
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
中
心
的
な
商
館
は
、
フ
ー
グ
リ
川
沿
岸
に
集
中
し
て
設
立
さ
れ
た
。
第
一
図
に

み
る
よ
う
に
、
フ
ー
グ
リ
・
チ
ソ
サ
ラ
・
カ
シ
ム
バ
ザ
！
ル
・
シ
ャ
ン
デ
ル
ナ
ゴ
ル
・
セ
ラ
ン
ポ
ー
ル
・
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
・
バ
ソ
キ
バ
ザ
ー

ル
・
ス
タ
ユ
ユ
テ
ィ
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
ガ
ン
ジ
ス
川
本
流
か
ら
派
出
す
る
フ
ー
グ
リ
ー
．
ハ
一
封
ラ
テ
ィ
（
b
ご
冨
σ
q
貯
註
）
水
系
に
位
置
し
て
い

た
。
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
人
が
、
当
時
の
綿
業
の
中
心
で
あ
っ
た
ダ
ッ
カ
周
辺
で
は
な
く
、
同
水
系
に
集
中
し
て
進
出
し
て
き
た
の
は
、
そ
の
地
理
的

位
置
と
関
係
し
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
フ
ー
グ
リ
ー
．
ハ
ー
ギ
ラ
テ
ィ
水
系
は
、
ベ
ン
ガ
ル
の
西
端
部
を
流
れ
る
た
め
、
コ
ロ
マ
ソ
デ
ル
海

岸
ぞ
い
に
北
上
し
て
き
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
近
い
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
、
か
つ
同
水
系
を
経
由
し
て
内
陸
の
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
地
方

に
進
出
す
る
こ
と
が
、
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
他
方
、
同
水
系
へ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
勢
力
の
進
出
と
、
そ
こ
で
の
あ
い
つ
ぐ

商
館
の
設
立
は
、
ベ
ン
ガ
ル
の
歴
史
的
な
地
域
構
造
に
変
化
を
せ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
モ
リ
ソ
ソ
（
蜜
O
冠
H
一
も
励
O
昌
）
に
よ
れ
ば
、
十
三
～
十
六
世
紀
に
お
け
る
ベ
ン
ガ
ル
の
政
治
的
・
経
済
的
中
心
の
興
亡
は
、
ベ
ン
ガ
ル
内
部
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
つ
ぎ
の
四
地
域
の
存
立
と
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
∩
①
　
ヴ
ァ
レ
ン
ー
ト
ラ
（
ノ
㍉
P
機
Φ
嵩
匹
鴇
餌
）
地
域
。

　
②
　
ダ
ヅ
カ
ー
フ
ァ
リ
ド
。
フ
ー
ル
（
守
ユ
暑
旨
）
地
域
。

　
㈲
　
シ
ル
へ
ー
ト
（
ω
覧
げ
。
魯
）
i
i
ー
コ
ミ
ラ
（
O
o
旨
田
ρ
）
ー
チ
ヅ
タ
ゴ
ン
（
O
ぼ
簿
ρ
α
q
O
昌
α
Q
）
地
域
…
。

　
ω
　
バ
ー
ギ
ラ
テ
ィ
ー
フ
ー
グ
リ
地
域
。

　
こ
れ
ら
の
四
地
域
の
範
域
は
、
ほ
ぼ
第
一
図
に
示
さ
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
う
ち
の
㈲
を
除
く
残
り
の
三
地
域
は
、
ム
ガ
ー
ル
朝
時
代

の
、
、
ヘ
ソ
ガ
ル
史
の
分
析
に
お
い
て
も
、
有
用
な
フ
レ
ー
ム
を
提
供
す
る
と
い
う
。
こ
の
点
を
、
ム
ガ
ー
ル
学
期
の
ペ
ソ
ガ
ル
に
お
け
る
政
治
的

　
　
　
　
⑳

中
心
の
変
遷
を
通
じ
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
し
ょ
う
。
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ム
ガ
ー
ル
帝
国
の
ペ
ソ
ガ
ル
に
お
け
る
最
初
の
根
拠
地
は
、
北
西
部
に
あ
た
る
ω
の
タ
ソ
ダ
（
↓
9
β
ユ
ρ
）
に
お
か
れ
た
。
タ
ン
ダ
は
、
ガ
ン
ジ

ス
川
中
、
上
流
域
地
方
か
ら
、
ベ
ン
ガ
ル
へ
と
至
る
門
戸
を
擁
す
る
墨
絵
を
占
め
て
い
た
。
そ
こ
が
ベ
ン
ガ
ル
の
首
都
と
し
て
選
定
さ
れ
た
の

は
、
ベ
ン
ガ
ル
に
進
出
し
て
日
な
お
あ
さ
い
ム
ガ
ー
ル
王
朝
が
、
そ
の
根
拠
地
た
る
デ
リ
ー
・
ア
ー
グ
ラ
地
域
と
の
軍
事
的
連
絡
を
重
視
し
た

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
次
第
に
ガ
ン
ジ
ス
川
の
流
路
が
変
化
し
た
た
め
、
タ
ソ
ダ
は
沼
沢
地
に
か
こ
ま
れ
、
マ
ラ
リ
ア
の
蔓
延
地
と
化
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
五
九
五
年
に
は
、
タ
ン
ダ
を
放
棄
し
て
、
ベ
ン
ガ
ル
の
首
都
は
そ
こ
か
ら
ガ
ン
ジ
ス
川
を
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
た
ラ
ー

ジ
マ
ハ
ー
ル
に
遷
都
さ
れ
た
。
ラ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
は
、
タ
ソ
ダ
と
お
な
じ
く
ω
の
ヴ
ァ
レ
ン
ド
ラ
地
域
に
属
し
て
い
る
。
そ
こ
は
、
水
陸
両
交

通
を
支
配
す
る
要
衝
で
あ
る
う
え
に
、
防
衛
も
容
易
で
あ
る
と
い
う
好
位
置
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
ラ
ー
ジ
マ
心
匠
ル
も
ま
た
、
ガ
ン
ジ
ス

川
の
流
路
変
化
の
た
め
、
川
岸
か
ち
は
な
れ
て
内
陸
に
と
り
の
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
内
陸
水
路
が
も
っ
と
も
重
要
な
交
通

手
段
で
あ
っ
た
当
時
に
は
、
ラ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
は
戦
略
上
の
重
要
性
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
タ
ン
ダ
と
ラ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
の
場
合
に
典
型
的
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
　
〈
河
川
流
路
の
変
化
↓
交
通
位
置
の
変
化
と
マ
ラ
リ
ア
の
汚
染
地
化
↓
都
市
の
立
地
移
動
〉
と
い
う
図
式
は
、
ベ
ン
ガ
ル

に
お
け
る
都
市
の
興
亡
を
説
明
す
る
に
際
し
て
、
一
般
に
用
い
ら
れ
る
図
式
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
環
境
変
化
と
同
時
に
、
ベ
ン
ガ
ル
都
市
の
も

つ
商
業
的
性
格
を
も
物
語
っ
て
い
る
。

　
つ
い
で
、
　
＝
ハ
○
八
年
に
は
、
②
の
地
域
に
属
す
る
ダ
ッ
カ
に
遷
都
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
ム
ガ
ー
ル
帝
国
の
ベ
ン
ガ
ル
進
出
に

抵
抗
し
た
ヒ
ソ
ド
ウ
教
徒
の
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
勢
力
が
、
北
東
の
辺
境
部
に
追
い
や
ら
れ
、
同
地
域
が
征
圧
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
つ

に
は
、
こ
の
時
期
に
、
ダ
ッ
カ
を
中
心
に
綿
業
の
拡
大
と
経
済
的
繁
栄
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
以
後
お
よ
そ
一
〇
〇
年
問
に
わ
た
っ
て
、

ダ
ッ
カ
は
ベ
ン
ガ
ル
の
首
都
と
し
て
の
地
位
を
保
ち
つ
づ
け
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
十
六
～
十
七
世
紀
を
通
じ
て
、
ベ
ン
ガ
ル
の
政
治
的
・
軍
事
的
枢
軸
は
、
ガ
ン
ジ
ス
川
本
流
ぞ
い
に
展
開
し
、
同
上
軸
上

に
あ
る
ω
お
よ
び
②
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
十
七
世
紀
後
半
に
は
、
あ
ら
た
な
変
化
が
生
ま
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、

先
述
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
ベ
ン
ガ
ル
進
出
に
と
も
な
う
、
ω
地
域
の
重
要
性
の
増
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ベ
ン
ガ
ル
の
首
都
は
、
一
七
〇
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四
年
に
は
、
上
記
の
枢
軸
を
は
な
れ
て
、
一
挙
に
㈲
に
属
す
る
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
に
遷
都
さ
れ
る
。
当
時
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
は
、
フ
ー
グ
リ
ー

バ
ー
ギ
ラ
テ
ィ
水
系
の
上
流
部
に
位
置
す
る
地
方
都
市
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
六
六
〇
年
代
に
ベ
ン
ガ
ル
を
旅
行
し
た
タ
ヴ
ェ
ル

合
戦
（
］
》
騨
く
①
H
月
一
〇
戦
）
は
、
「
ム
ク
ス
サ
バ
ー
ド
（
旨
鼻
げ
。
。
ロ
器
げ
巴
、
ム
ル
シ
ダ
パ
ー
ド
の
別
称
）
は
大
き
な
町
で
あ
り
、
カ
シ
ム
バ
ザ
ー
ル
か
ら
三

量
（
。
．
．
・
ω
ニ
コ
ス
は
約
丁
六
言
メ
ー
ト
ル
）
の
と
こ
乏
あ
る
」
と
述
べ
る
の
み
で
あ
幅
・
そ
の
叙
述
は
・
ダ
・
カ
や
ラ
↓
マ
↑
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

に
く
ら
ぺ
て
は
る
か
に
簡
略
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
七
世
紀
後
半
を
通
じ
て
、
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
は
重
要
性
を
高
め
て
い
く
。

　
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
が
新
し
い
首
都
と
し
て
遠
雷
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
直
接
的
に
は
、
フ
ー
グ
リ
ー
．
ハ
ー
ギ
ラ
テ
ィ
水
系

へ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
進
出
と
、
そ
こ
で
の
交
易
の
活
発
化
で
あ
り
、
ベ
ン
ガ
ル
大
守
と
し
て
も
そ
れ
を
監
視
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ

⑳る
。
し
か
も
同
水
系
の
上
流
部
に
位
置
す
る
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
に
は
、
外
洋
船
舶
の
遡
航
限
界
外
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
防
衛
も
容
易
で
あ

る
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
、
ω
i
②
と
い
う
ベ
ン
ガ
ル
の
伝
統
的
な
枢
軸
を
変
化
さ
せ
つ
つ
、
か
わ
っ
て
ω
の
フ
！
グ
リ
ー
．
ハ

！
ギ
ラ
テ
ィ
水
系
が
、
政
治
的
・
経
済
的
中
心
と
化
し
て
い
く
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
同
水
系
に
は
都
市
の
発
達
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
こ

の
時
期
に
お
い
て
は
、
政
治
的
・
経
済
的
成
極
は
、
同
水
系
の
デ
ル
タ
の
頂
点
に
あ
た
る
部
分
に
あ
り
、
ム
ル
シ
ダ
バ
ー
ド
・
カ
シ
ム
バ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ル
・
プ
ラ
ヅ
シ
ー
の
三
都
市
を
む
す
ぶ
地
域
が
重
要
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
成
極
は
、
決
し
て
現
在
の
カ
ル
カ
ッ
タ
を
含
む
下
流
域

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
と
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
も
、
一
六
五
〇
年
代
に
カ
シ
ム
バ
ザ
ー
ル
お
よ
び
こ
の
地
域
内
の

中
心
都
市
フ
ー
グ
リ
に
、
い
ち
早
く
商
館
を
設
置
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
へ
の
商
館
設
立
は
、
こ
の
両
都
市
よ
り
も
は
る
か
に

遅
れ
、
一
六
九
〇
年
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
の
　
カ
ル
カ
ッ
タ
の
成
立

　
（

　
冒
頭
の
キ
ヅ
プ
リ
ソ
グ
の
詩
に
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
成
立
は
、
チ
ャ
！
ノ
ヅ
ク
の
名
と
わ
か
ち
が
た
く
む
す
び
つ
い
て

い
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
彼
の
べ
ソ
ガ
ル
で
の
活
動
を
た
ど
り
つ
つ
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
商
館
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
、
や
や
く
わ
し
く
検
討
す
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る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
チ
ャ
：
ノ
ヅ
ク
は
、
　
一
六
五
五
年
か
一
六
五
六
年
に
、
東
イ
ン
ド
会
社
吏
員
と
し
て
イ
ン
ド
に
や
っ
て
き
た
。
　
一
六
五
七
年
の
記
録
で
は
、

彼
は
、
ヵ
シ
ム
バ
ザ
ー
ル
商
館
の
下
級
参
事
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
一
六
六
四
年
に
は
、
バ
ト
ナ
の
商
館
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
一
六
八
○
年
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
一
六
八
○
年
に
、
彼
は
、
バ
ト
ナ
か
ら
当
時
最
大
の
交
易
中
心
地
で
あ
っ
た
フ
ー
グ
リ
商
館
に
転
ず
る
。
八
○
年
代
に

は
い
る
と
、
東
イ
ン
ド
会
社
と
現
地
政
府
と
の
利
害
対
立
が
激
化
し
、
抗
争
へ
と
発
展
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
と
く
に
一
六
八
四
年
以
降
、

そ
の
対
立
は
一
層
は
げ
し
く
な
り
、
二
年
後
の
八
六
年
に
は
、
フ
ー
グ
リ
で
ベ
ン
ガ
ル
大
守
（
累
Φ
類
騨
び
）
と
イ
ギ
リ
ス
人
と
の
衝
突
が
発
生
す
る
。

こ
の
と
き
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
は
、
二
ヵ
月
間
フ
ー
グ
リ
に
留
ま
っ
た
の
ち
、
チ
ュ
タ
ニ
テ
ィ
（
O
げ
暮
富
崖
麓
＄
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
の
こ
と
）
に
退
玄

し
た
。
こ
れ
が
、
カ
ル
カ
ッ
タ
を
、
彼
ひ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
に
む
す
び
つ
け
る
最
初
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
チ
ュ
タ
ニ
テ
ィ
の
名
が
で
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
も
っ
と
も
古
い
現
存
文
書
は
、
一
六
入
六
年
十
二
月
三
十
一
日
付
の
、
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
ほ
か
三
半
連
署
の
会
社
あ
て
報
告
で
あ
る
。
そ
の
な

か
で
、
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
は
、
チ
ュ
タ
ニ
テ
ィ
が
フ
1
グ
リ
よ
り
も
安
全
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
彼
ら
は
、
チ
ュ

タ
ニ
テ
ィ
に
一
時
滞
在
用
の
小
屋
を
た
て
た
が
、
す
ぐ
大
守
に
よ
り
追
い
は
ら
わ
れ
た
。
翌
八
七
年
に
も
、
チ
ャ
1
ノ
ッ
ク
一
行
は
、
再
度
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ユ
タ
ニ
テ
ィ
を
占
拠
し
、
お
よ
そ
一
年
間
そ
こ
に
留
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
、
チ
ュ
タ
ニ
テ
ィ
は
、
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
束
イ
ン
ド
会
社
の
根
拠
地
と
し
て
最
適
の
地
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

彼
は
、
た
び
た
び
そ
の
む
ね
会
社
に
上
申
し
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
文
書
そ
の
も
の
は
の
こ
っ
て
い
な
い
が
、
一
六
八
八
年
二
月

十
五
日
付
の
参
事
会
か
ら
マ
ド
ラ
ス
の
要
塞
あ
て
の
霧
状
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
文
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

　
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
ム
ガ
ー
ル
帝
国
の
全
域
に
わ
た
っ
て
平
稲
が
持
続
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
確
信
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
カ
シ
ム
パ
ザ

　
　
ー
ル
と
マ
ル
ダ
の
商
館
1
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
最
良
の
収
益
を
得
て
き
た
一
に
、
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
が
再
着
任
す
る
の
が

　
　
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
そ
れ
は
会
社
に
と
っ
て
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
チ
ュ
難
船
テ
ィ
を
そ
ん
な
に
好
ん
で
い
る
の
な

　
　
ら
、
そ
こ
に
商
館
を
設
置
す
る
こ
と
に
わ
れ
わ
れ
は
同
意
を
与
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
商
館
は
、
か
な
り
つ
つ
ま
し
い
規
模
の
も
の
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と
な
ろ
う
」
。

　
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
も
、
一
六
八
九
年
九
月
三
十
日
付
の
マ
ド
ラ
ス
あ
て
の
文
書
に
お
い
て
、
チ
ュ
タ
ニ
テ
ィ
が
、
フ
ー
グ
リ
川
を
さ
か
の
ぼ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
最
良
か
つ
最
適
の
位
置
を
占
め
て
お
り
、
そ
こ
を
根
拠
地
と
し
て
選
定
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
選
定
に
対
し
て
、
会
社

は
全
面
的
な
同
意
を
与
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
選
定
後
の
一
六
九
一
年
十
一
月
二
日
付
で
、
マ
ド
ラ
ス
か
ら
発
せ
ら
れ
た
審
状
に
、
つ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
よ
う
な
一
節
が
み
い
だ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
「
チ
ャ
ー
ノ
ヅ
ク
は
、
チ
ュ
タ
ニ
テ
ィ
の
よ
う
な
防
禦
施
設
の
な
い
と
こ
ろ
に
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
分
別
あ
る
判
断
、
す
な
わ
ち
、
そ
こ

　
　
で
の
商
館
の
建
設
も
、
ま
た
商
人
の
定
住
と
交
易
も
認
め
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
か
わ
り
に
、
フ
ー
グ
リ
か
ら
ニ
マ
イ
ル
下
流
の
も
っ
と
便

　
　
の
よ
い
と
こ
ろ
を
提
供
し
よ
う
、
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
一
致
し
た
意
見
に
、
反
対
し
つ
づ
け
て
い
る
」
。

撫・H・・PUR
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転2図　カルカッタ建設前（17世紀中期）の状況

　
以
上
の
よ
う
な
経
緯
が
前
後
す
る
な
か
で
、
　
一
六

九
〇
年
七
月
に
、
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
は
三
た
び
ス
タ
ニ

ュ
テ
ィ
に
や
っ
て
く
る
。
つ
い
に
同
年
八
月
二
十
四

日
に
、
そ
こ
に
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
館
が
設
立
さ
れ

る
。
こ
れ
が
、
現
在
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
淵
源
と
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
カ
ル
カ
ヅ
タ
は
、
東
イ
ン
ド
会

社
当
局
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク

自
身
の
手
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
状
況
は
、
第
二
図
に
し
め

さ
れ
る
。
フ
ー
グ
リ
川
東
岸
の
現
在
の
カ
ル
カ
ッ
タ

の
地
に
は
、
北
か
ら
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
（
チ
ャ
：
ン
ッ
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ク
の
い
う
チ
ェ
タ
ニ
テ
ィ
）
・
カ
リ
カ
タ
（
図
昌
冨
富
、
の
ち
に
O
。
竃
8
露
p
と
つ
づ
ら
れ
、
現
地
名
の
淵
源
と
な
る
）
・
ゴ
ビ
ソ
ダ
プ
ー
ル
の

三
集
落
が
な
ら
ん
で
い
た
。
い
ず
れ
も
、
フ
ー
グ
リ
川
に
平
行
す
る
微
高
地
上
に
立
地
す
る
小
集
落
で
あ
っ
た
。
微
高
地
上
で
は
、
米
の
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

棉
が
栽
培
さ
れ
た
。
綿
花
は
、
村
内
の
職
人
に
よ
っ
て
、
綿
糸
・
綿
布
に
加
工
さ
れ
て
い
た
。

　
同
図
南
の
カ
リ
ガ
ー
ト
（
H
（
ρ
一
一
σ
q
げ
P
ゆ
）
に
は
、
カ
ー
リ
寺
院
が
あ
り
、
そ
こ
は
ヒ
ソ
ド
ゥ
教
徒
の
聖
地
で
あ
っ
た
。
同
寺
院
に
つ
い
て
は
、
一

五
四
五
年
刊
行
の
マ
ナ
サ
　
マ
ン
ガ
ル
（
嵐
ρ
p
器
p
塗
壁
σ
q
＆
が
ふ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
聖
地
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
十

六
世
紀
末
に
な
る
と
、
カ
リ
ガ
ー
ト
は
、
多
く
の
巡
礼
者
を
集
め
る
聖
地
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。
同
図
上
で
、
チ
ト
プ
：
ル
（
○
ぼ
な
焉
）
の

南
方
か
ら
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
・
カ
リ
カ
タ
を
経
て
南
に
延
び
る
道
路
が
、
カ
リ
ガ
ー
ト
へ
の
巡
礼
道
路
で
あ
っ
た
。
巡
礼
者
た
ち
は
、
チ
ト
プ

ー
ル
の
南
で
舟
を
降
り
て
、
同
道
路
を
徒
歩
で
い
く
の
が
普
通
で
あ
り
、
一
年
を
通
じ
て
、
巡
礼
者
の
往
来
は
絶
え
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
巡
礼
道
路
の
存
在
が
、
の
ち
に
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
へ
の
商
業
機
能
の
集
積
に
役
立
つ
。

　
フ
ー
グ
リ
川
は
、
か
つ
て
の
ガ
ン
ジ
ス
州
本
流
に
あ
た
る
。
ガ
ン
ジ
ス
川
本
流
は
十
五
世
紀
に
東
遷
し
て
、
北
西
一
南
東
方
向
の
現
流
路

を
と
る
ま
で
は
、
こ
こ
を
流
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
の
ガ
ン
ジ
ス
川
本
流
は
、
フ
ー
グ
リ
川
を
経
て
、
図
形
に
古
ガ
ン
ジ
ス
川
（
8
冨
○
置
○
碧
－

σq

@
ω
）
と
記
さ
れ
た
流
路
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
も
、
　
フ
ー
グ
リ
川
と
古
ガ
ン
ジ
ス
川
は
、
　
ヒ
ソ
ド
ゥ
教
徒
に
と
っ
て
聖
な
る
川

で
あ
り
、
前
記
の
聖
地
カ
リ
ガ
ー
ト
も
そ
の
河
岸
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
フ
ー
グ
リ
川
は
、
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ゴ
ビ
ン
ダ
プ
ー

ル
の
南
で
西
へ
大
き
く
曲
流
す
る
。
こ
の
曲
流
の
た
め
に
、
フ
ー
グ
リ
川
の
流
速
は
よ
わ
ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
上
流
に
は
沈
泥
の
推
積
が
す
す

み
、
浅
瀬
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ゴ
ビ
ン
ダ
プ
ー
ル
付
近
か
ら
上
流
部
へ
の
外
航
船
の
航
行
は
、
不
可
能
で
あ
っ
た
。
カ
ル
カ
ッ

タ
は
、
ま
さ
し
く
外
航
船
舶
の
遡
行
限
界
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
ち
は
や
く
フ
…
グ
リ
川
へ
進
出
し
て
き
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
、
掌
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

の
べ
ト
ー
ル
（
切
Φ
8
目
）
付
近
で
外
航
船
を
停
泊
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
上
流
へ
は
小
舟
に
よ
っ
て
遡
行
し
て
い
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
往
来
が
活
発

に
な
る
に
つ
れ
て
、
ベ
ト
ー
ル
は
、
停
泊
地
・
積
替
地
と
し
て
重
要
性
を
た
か
め
、
そ
こ
に
市
場
が
ひ
ら
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ベ
ト
ー

ル
で
の
交
易
の
発
展
に
誘
引
さ
れ
て
、
対
岸
の
ゴ
ビ
ン
ダ
プ
ー
ル
に
も
商
人
カ
ー
ス
ト
が
来
翰
し
て
き
た
。
そ
の
異
心
メ
ン
バ
ー
は
、
バ
サ
ク
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（
ゆ
曽
ω
ρ
搾
）
四
家
族
、
セ
ヅ
ト
（
ω
φ
窪
）
一
家
族
の
、
計
五
家
族
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
周
辺
の
織
布
工
が
つ
く
り
だ
す
綿
製
品
の
市
場
を
、
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

・ニ

?
テ
ィ
に
開
設
し
た
。
こ
れ
が
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
へ
の
最
初
の
商
業
機
能
の
立
地
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
が
え
ら
ぼ
れ
た
の
は
、
そ
こ

が
フ
ー
グ
リ
川
に
面
し
て
い
る
う
え
に
、
前
述
の
カ
リ
ガ
ー
ト
へ
の
巡
礼
道
路
上
に
あ
っ
て
、
交
通
位
置
が
す
ぐ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

十
六
世
紀
中
期
に
な
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
根
拠
地
を
よ
り
上
流
の
フ
ー
グ
リ
に
移
し
た
た
め
、
ベ
ト
ー
ル
の
商
業
機
能
は
衰
退
し
た
。
そ

れ
に
か
わ
っ
て
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
が
こ
の
一
帯
の
交
易
地
と
し
て
登
場
し
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
当
時
剛
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
に
は
、
週
二
回
の
定
期
市
が
た
ち
、
綿
製
品
や
食
料
品
が
取
引
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
の
市
場
と
し
て

の
重
要
性
は
、
フ
ー
グ
リ
や
カ
シ
ム
バ
ザ
ー
ル
な
ど
に
く
ら
べ
る
と
、
問
題
に
な
ら
な
い
ほ
ど
小
さ
く
、
低
次
な
中
心
地
機
能
を
も
つ
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ス
登
呂
ュ
テ
ィ
に
注
目
し
た
の
が
、
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
彼
が
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
を
東
イ
ン
ド
会
社
の
ベ
ン
ガ
ル
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

根
拠
地
に
選
定
し
た
理
由
と
し
て
、
イ
ン
ド
帝
国
地
誌
（
H
ヨ
隠
臣
巴
O
舘
Φ
ヰ
。
曾
o
h
H
口
繕
ρ
）
は
、
つ
ぎ
の
四
点
を
あ
げ
て
い
る
。

　
一
　
外
航
船
舶
の
遡
行
限
界
に
あ
た
る
こ
と
。

　
二
　
外
航
船
舶
を
そ
こ
に
停
泊
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
塔
絆
し
て
い
る
大
砲
を
防
禦
用
に
活
用
し
う
る
こ
と
。

　
三
　
自
然
堤
防
上
に
あ
っ
て
、
西
に
フ
ー
グ
リ
川
、
東
に
低
湿
地
・
沼
沢
地
を
ひ
か
え
て
い
る
た
め
、
防
禦
が
容
易
な
こ
と
。

　
四
　
フ
ー
グ
リ
ー
．
ハ
ー
ギ
ラ
テ
ィ
i
水
系
を
通
じ
て
、
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
平
野
と
む
す
ば
れ
、
同
平
野
の
ゆ
た
か
な
物
産
へ
の
門
戸
と
な

　
　
り
う
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
こ
れ
ら
四
点
に
く
わ
え
て
、
そ
こ
が
フ
ー
グ
リ
川
の
曲
流
点
に
あ
た
る
た
め
、
水
深
が
大
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
上
述
の
巡
礼
道
路
の
存
在
と

ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
に
お
け
る
商
業
機
能
の
興
隆
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
か
で
も
重
視
さ
れ
た
の
は
、
上
述
の
理
由
二
お
よ
び
三
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
要
塞
化
さ
れ
た
商
館
の
建
設
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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右
に
み
た
よ
う
に
、
チ
ャ
ー
ノ
ヅ
ク
に
よ
る
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
の
選
定
は
、
会
社
当
局
の
反
対
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
綿
密
な
軍
事
的
・
商
業

的
観
点
か
ら
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
な
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
が
あ
た
ら
し
い
根
拠
地
と
し
て
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
を

え
ら
ん
だ
の
は
、
偶
然
の
所
産
で
あ
る
と
す
る
見
方
－
冒
頭
の
キ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
詩
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
一
は
、
し
り
ぞ
け
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
そ
こ
に
樹
陰
を
つ
く
る
大
木
が
あ
っ
て
、
そ
の
も
と
で
彼
ら
一
行
は
昼
休
み
を
と
り
、
導
き
せ
る
を
楽
し
ん
だ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ら
で
あ
る
、
と
い
う
一
般
に
流
布
し
て
い
る
見
解
な
ど
は
、
俗
説
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
さ
し
く
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
東
イ
ン
ド
会

社
の
ベ
ン
ガ
ル
戦
略
に
の
っ
と
っ
て
、
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ふ
れ
る
な
ら
ば
、
～
六
八
○
年
代

末
に
お
け
る
東
イ
ン
ド
会
社
の
ベ
ン
ガ
ル
戦
略
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
か
ら
な
り
た
っ
て
い
た
。

　
㈱
　
ベ
ン
ガ
ル
大
守
と
の
利
害
対
立
が
激
化
す
る
な
か
で
、
空
洞
化
し
つ
つ
あ
っ
た
東
イ
ン
ド
会
社
の
既
得
諸
特
権
1
た
と
え
ば
、
　
一
六

五
一
年
の
前
記
特
許
状
－
を
再
確
認
さ
せ
て
、
ベ
ン
ガ
ル
交
易
を
有
利
に
展
開
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
㈲
　
そ
の
た
め
に
、
束
イ
ン
ド
会
社
の
根
拠
地
を
要
塞
化
し
て
、
軍
事
的
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
と
く
に
、
ボ
ン
ベ
イ
・
マ
ド
ラ
ス
と
な
ら
ぶ
要
塞
を
ベ
ン
ガ
ル
に
建
設
し
て
、
こ
れ
ら
三
要
塞
の
保
護
の
も
と
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
貿

易
を
末
長
く
安
定
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
取
締
役
会
（
O
o
二
詳
。
騰
∪
貯
⑦
。
8
誘
）
会
長
チ
ャ
イ
ル
ド
（
O
忌
屋
）
の
長
年
に
わ
た
る
願

　
　
　
　
⑯

望
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
ま
ず
、
㈲
の
既
得
諸
特
権
の
再
確
認
は
、
｝
六
九
｝
年
の
皇
帝
ア
ウ
ラ
ン
ジ
ー
ブ
（
跨
5
目
ρ
質
N
Φ
び
）
の
勅
許
に
よ
っ
て
、
実
現
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
㈲
の
要
塞
化
さ
れ
た
根
拠
地
の
建
設
は
、
一
六
九
〇
年
以
降
、
ベ
ン
ガ
ル
大
守
と
の
交
渉
が
く
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、
一
六
九
六
年
に
い
た

っ
て
、
ブ
ル
ド
ワ
ソ
（
切
違
α
芝
§
）
の
領
主
ソ
バ
ー
　
シ
ン
（
ω
。
び
ゲ
ρ
ω
貯
α
q
げ
）
の
反
乱
を
契
機
に
実
現
さ
れ
た
。
こ
の
乱
に
際
し
て
、
イ
ギ
リ
ス

は
べ
ソ
ガ
ル
大
守
を
助
け
、
共
同
し
て
ソ
バ
ー
　
シ
ン
の
軍
勢
を
う
ち
や
ぶ
っ
た
。
そ
れ
へ
の
恩
賞
と
し
て
、
つ
い
に
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
カ

ル
カ
ヅ
タ
に
小
要
塞
を
建
設
す
る
許
可
を
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
、
一
六
九
七
年
の
皇
孫
ア
ジ
ー
ム
ー
ア
ス
H
シ
ャ
ー
（
》
N
一
b
P
一
票
ω
「
Q
D
げ
ρ
び
）
の
べ
ソ

ガ
ル
入
部
の
際
に
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
現
在
の
カ
ル
カ
ッ
タ
主
部
に
あ
た
る
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
・
カ
リ
カ
タ
・
ゴ
ビ
ン
ダ
プ
ー
ル
の
購
入
許
可
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を
え
た
。
そ
の
範
囲
は
、
こ
れ
ら
三
村
を
ふ
く
む
フ
ー
グ
リ
川
東
岸
ぞ
い
の
、
南
北
四
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

わ
ず
か
な
区
域
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
購
入
許
可
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
ひ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
ム
ガ
ー
ル
帝
国
と
の
関
係
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
そ
の
購
入
に
よ
っ
て
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
永
代
固
定
地
税
、
年
額
一
、
一
九
五
ル
ピ
ー
（
一
三
〇
ポ
ン
ド
）
の
納
入
と
ひ
き
か
え
に
、

ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
と
し
て
の
法
的
な
地
位
と
権
利
を
獲
得
し
た
。
そ
れ
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
地
代
取
得
と
い
う
、
安
定
し
た
新
し
い
収
入
源
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
こ
の
土
地
所
有
権
の
取
得
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
要
塞
化
さ
れ
た
商
館
を
建
設
し
、
そ
れ
を
永
続
的
に
保

持
し
う
る
途
が
ひ
ら
け
た
の
で
あ
る
。
租
借
地
で
は
、
こ
の
よ
う
な
永
続
的
な
要
塞
維
持
は
、
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

三
村
の
購
入
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
対
し
て
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
軍
事
的
な
安
全
を
も
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
三
村
の
購
入
許
可
は
、
法
的
・
経
済
的
・
軍
事
的
に
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
ベ
ン
ガ
ル
で
の
地
位
を
た
か
め
た
。
そ
の
購
入

を
契
機
と
し
て
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
そ
こ
に
本
格
的
な
要
塞
と
商
館
と
を
建
設
し
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ
を
、
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
交
易
中
心
地
た

ら
し
め
て
い
く
方
針
を
決
定
す
る
。
一
六
九
六
年
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
（
蜀
O
詳
耳
門
目
9
ヨ
）
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
に
ち
な
ん
で
命
名
一

の
建
設
が
着
手
さ
れ
、
一
七
〇
二
年
に
完
成
す
る
。
ま
た
、
商
館
も
＝
ハ
九
八
年
に
建
設
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
〈
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
要
塞
化

さ
れ
た
商
館
と
居
貿
地
の
建
設
〉
と
い
う
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
長
年
の
夢
が
、
カ
ル
カ
ッ
タ
に
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カルカッタの建設と都市形成（応地）
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8
濫
甲

　
　
ぎ
昌
σ
｛
芸
。
国
9
・
ω
二
二
冨
。
。
目
窪
塁
”
ピ
。
民
8
払
。
。
。
。
①
曽
竈
■
・
。
q
～
鱒
Φ
b
。
。
’

．
＠
　
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ゆ
冒
鋒
鉦
。
プ
即
蔓
P
ω
．
”
o
賢
誘
い
こ
℃
や
N
ω
～
隠
閣
を

　
　
　
参
照
。

　
⑱
し
d
曙
戸
ρ
“
図
。
く
①
髭
σ
〆
α
慧
邑
ω
搾
鎚
ユ
睾
9
9
一
。
9
3
ヨ
些
。
局
冨
け

　　

@
欝
罵
．
。
h
夢
こ
。
。
芸
。
・
暑
§
疑
問
§
高
§
．
い
§
野
望
謁
ミ
・
噂
く
。
ド
学

　
　
　
冷
　
一
Φ
①
《
℃
●
μ
卜
3
ド

　
⑲
ヒ
d
冨
ヰ
8
冨
蔓
P
ω
・
“
愚
．
“
詩
二
娼
℃
．
b
。
嶺
～
曽
O
．

　
⑳
　
　
切
一
望
戸
O
■
”
愚
．
無
馬
壱
喝
℃
．
H
卜
Ω
心
～
H
卜
⊃
伊

　1
　
建
設
当
初
の
カ
ル
カ
ッ
タ

（チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
一
行
が
、
三
た
び
ス
タ

ニ
ュ
テ
ィ
を
占
拠
し
尭
の
は
、
一
六
九
学
年
七
月
で
あ
っ
た
。
．
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
一
年
を
経
過
し
た
一

21　（817）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

六
九
一
年
に
、
マ
ド
ラ
ス
の
セ
ン
ト
　
ジ
ョ
ー
ジ
（
ω
汁
・
0
8
H
σ
Q
①
）
要
塞
発
の
文
書
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
文
が
み
い
だ
さ
れ
る
。

　
　
「
彼
ら
（
チ
ャ
！
ノ
ッ
ク
一
行
）
は
、
ベ
ン
ガ
ル
で
は
ま
ま
な
ら
な
い
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
損
害
か
ら
自
ら
を
守
る
べ
き
安
全
な
倉
庫

　
　
も
も
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
は
、
チ
ュ
タ
ニ
テ
ィ
で
は
、
無
謀
か
つ
不
安
定
な
状
態
で
暮
し
て
い
る
。
武
装
し
た
家
屋
も
、
倉
庫
も
な
く
、

　
　
あ
る
の
は
テ
ン
ト
と
掘
建
小
屋
と
小
舟
、
お
よ
び
単
一
〇
〇
人
の
未
熟
な
兵
士
た
ち
の
み
で
あ
る
」
。

　
こ
れ
が
、
今
日
三
〇
〇
万
人
以
上
の
人
口
を
数
え
る
カ
ル
カ
ッ
タ
の
発
端
で
あ
っ
た
。

　
チ
ャ
ン
ノ
ッ
ク
は
、
定
着
後
ま
も
な
い
一
六
九
三
年
に
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
で
死
亡
す
る
。
当
時
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
十
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
家
屋
群
か
ら
な
る
イ
ギ
リ
ス
人
集
落
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
倉
庫
一
一
、
食
堂
i
一
、
厨
房
－
一
、
布
地
仕
分
け
棟
－

一
、
事
務
所
i
一
、
会
赴
吏
員
用
ア
パ
ー
ト
ー
一
、
総
督
代
理
（
故
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
）
・
ピ
ー
チ
ャ
ム
（
矧
舞
。
冨
日
）
・
エ
リ
ス
（
国
田
ω
）
の

家
宅
－
各
一
、
営
所
－
一
、
の
計
十
戸
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
土
壁
わ
ら
ぶ
き
の
家
屋
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
二
つ
の
記
録
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
ス
軸
重
ュ
テ
ィ
は
、
恒
久
的
な
集
落
と
い
う
よ
り
は
、
一
時
的
な
集
落
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。
貧
弱
な
住
居
に
く
わ
え
て
、
衛
生
上
の
悪
条
件
が
増
幅
的
に
働
い
て
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
の
居
住
条
件
を
ま
す
ま
す
悪
く
し
て
い
っ
た
。
そ

れ
は
、
こ
こ
が
、
マ
ラ
リ
ア
や
コ
レ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
、
熱
帯
性
諸
疾
病
の
覆
延
地
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
カ

ル
カ
ッ
タ
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
西
に
フ
ー
グ
リ
川
を
ひ
か
え
、
東
に
悪
性
湿
地
を
い
だ
く
と
い
う
防
衛
上
の
利
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。
し
か

し
、
こ
の
軍
事
的
観
点
か
ら
す
る
利
点
は
、
保
健
衛
生
上
か
ら
み
れ
ば
、
ま
っ
た
く
逆
の
悪
条
件
へ
と
転
化
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一

七
〇
八
年
に
カ
ル
カ
ッ
タ
に
来
住
し
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
（
瓢
9
ヨ
一
一
叶
O
φ
）
は
、
　
「
イ
ン
ド
の
ど
の
川
に
お
い
て
も
、
こ
れ
以
上
の
非
健
康
地
を
え
ら
び

よ
う
が
な
い
」
と
述
べ
る
ほ
ど
で
あ
・
や
彼
は
・
滞
在
中
・
八
月
か
ら
翌
年
百
初
め
ま
で
の
お
よ
そ
五
・
月
間
に
・
当
初
一
・
二
〇
〇
人

い
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
う
ち
四
五
〇
人
が
死
亡
し
、
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
乾
期
に
な
っ
て
東
方
の
無
性
湿
地
が
干
あ
が
っ
た
と
き
に
、
死
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

だ
魚
の
た
ま
ら
な
い
悪
臭
が
町
を
覆
っ
た
こ
と
、
な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

　
事
実
、
気
候
風
土
の
悪
さ
を
理
由
に
、
チ
ャ
ー
ノ
ッ
ク
の
死
後
、
ロ
ン
ド
ン
の
東
イ
ン
ド
会
社
当
局
あ
て
に
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
を
放
棄
し
て
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他
に
移
転
し
た
い
と
い
う
申
請
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
会
栓
当
局
は
、
　
「
ベ
ン
ガ
ル
で
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
だ
け
が
、
気
候
が
わ
る
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
い
え
な
い
」
と
の
理
由
で
、
．
こ
の
申
請
を
却
下
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
六
九
五
年
ご
ろ
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
カ
ル
カ
ヅ
タ

を
ベ
ン
ガ
ル
に
お
け
る
根
拠
地
た
ら
し
め
て
い
く
方
針
を
決
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
カ
ル
カ
ッ
タ
の
都
市
形
成
へ
の
第
一
歩
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
の
建
設
で
あ
っ
た
。
そ
の
建
設
地
は
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
の
南
、
カ
リ
カ
タ
の

地
に
求
め
ら
れ
た
。
カ
リ
カ
タ
に
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
集
落
が
あ
り
、
主
と
し
て
農
民
と
漁
民
が
居
住
し
て
い
た
。
彼
ら
を
、
ス
タ
ニ

ュ
テ
ィ
や
そ
の
北
方
の
ソ
バ
ー
　
バ
ザ
ー
ル
（
O
Q
O
び
び
ゆ
　
切
餌
N
餌
目
）
、
南
東
の
タ
ル
タ
ラ
（
↓
ρ
白
銑
㊤
）
、
ク
マ
ル
チ
ュ
リ
（
国
信
旨
霞
9
ε
お
よ
び
ゴ
ビ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ダ
プ
ー
ル
に
代
替
地
を
あ
た
え
て
退
去
さ
せ
、
そ
の
跡
地
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
を
建
設
し
た
。
彼
ら
の
移
転
先
は
、
後
の
イ
ン
ド
人
居
住
地
区

の
核
心
と
な
っ
て
い
く
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
の
建
設
地
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
人
居
住
地
で
あ
っ
た
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
で
は
な
く
、
カ
リ
カ
タ
が
選
定
さ
れ
た

の
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
カ
リ
カ
タ
が
三
集
落
の
中
央
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
防
禦
に
好
適
な
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
、
第
二
は
、
カ
リ
カ
タ
に
お
い
て
自
然
堤
防
の
発
達
が
も
っ
と
も
進
ん
で
い
る
た
め
、
比
較
的
高
燥
な
地
を
求
め
う
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ

る
。　

ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
は
、
ま
わ
り
に
、
東
西
両
辺
が
約
二
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
北
辺
が
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
辺
が
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
台

形
状
の
城
壕
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
。
城
塘
は
、
レ
ン
ガ
を
モ
ル
タ
ル
で
か
た
め
、
さ
ら
に
上
塗
り
を
し
た
堅
固
な
構
造
の
も
の
で
あ
っ
た
。
要

塞
内
に
は
、
中
央
を
東
西
方
向
に
東
イ
ン
ド
会
社
の
職
員
用
住
宅
が
な
ら
び
、
そ
の
北
に
は
兵
器
庫
・
弾
薬
庫
・
薬
品
庫
が
、
南
に
は
商
館
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

石
造
倉
庫
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
要
塞
の
建
設
に
よ
り
、
ス
〃
ニ
ュ
テ
ィ
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
人
た
ち
も
、
そ
の
周
辺
に
移
動
し
て
き
た
。

カ
リ
カ
タ
の
外
国
人
集
落
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
だ
け
で
な
く
、
当
時
ベ
ン
ガ
ル
で
覇
権
を
う
し
な
っ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
多
く
住
み
つ
い

⑨た
。
最
初
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
早
く
も
一
六
八
九
年
に
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
に
来
住
し
て
き
た
。
カ
リ
カ
タ
へ
の
移
転
に
際
し
て
、
彼
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

東
イ
ン
ド
会
社
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
北
方
の
土
地
を
与
え
ら
れ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
一
七
〇
〇
年
に
は
、
そ
こ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
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建
設
し
て
い
る
。

　
要
塞
と
商
館
に
つ
づ
い
て
、
カ
リ
カ
タ
に
は
、
病
院
（
一
七
〇
七
年
）
、
ア
ン
グ
リ
カ
ン
教
会
（
一
七
〇
九
年
目
、
公
園
な
ど
が
、
建
設
さ
れ
て
い
っ

た
。
そ
の
結
果
、
十
八
世
紀
初
頭
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
を
と
り
ま
い
て
都
市
的
集
落
の
形
成
が
す
す
み
、
そ
こ
は
、
後
に
い
う
ホ
ワ
イ
ト

タ
ゥ
ン
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
居
住
地
区
1
の
都
市
核
と
な
っ
た
。
ヨ
L
ロ
ッ
パ
人
地
区
の
う
ち
、
北
部
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
ア
ル
メ
ニ

ア
人
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
人
以
外
の
ヨ
：
p
ッ
パ
人
地
区
が
、
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
．
ベ
ン
ガ
ル
を
中
心
に
、
イ
ン
ド
人
も
各

地
か
ら
参
集
し
て
き
た
。
彼
ら
は
、
主
と
し
て
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
と
カ
リ
カ
タ
北
部
に
住
み
つ
い
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
成
立
の
当
初
よ

り
、
カ
リ
カ
タ
に
は
主
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
に
は
イ
ン
ド
人
の
商
人
階
級
が
、
ゴ
ビ
ン
ダ
プ
ー
ル
に
は
イ
ン
ド
人
の
下

層
階
級
が
居
住
す
る
、
と
い
う
居
住
分
化
が
み
ら
れ
た
。
前
出
し
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
も
、
川
ぞ
い
に
イ
ギ
リ
ス
人
が
、
ま
た
内
陸
部
に
は
イ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

人
が
居
住
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
カ
リ
カ
タ
の
発
展
を
反
映
し
て
、
一
七
〇
七
年
に
は
、
カ
リ
カ
タ
は
、
タ
ウ
ン
　
カ
リ
カ
タ
（
一
門
O
≦
ゆ
　
H
（
帥
犀
昇
9
汁
ρ
）
と
バ
ザ
ー
ル
　
カ
リ
カ
タ

（
切
ρ
N
ρ
肩
　
囚
ρ
雄
心
ρ
げ
ρ
）
に
分
割
さ
れ
た
。
前
者
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
に
接
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
地
区
に
、
ま
た
後
老
は
、
北
部
の
商
業
地
区
に
あ

た
る
。
以
後
の
都
市
的
発
展
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
後
者
で
あ
り
、
そ
の
商
業
的
機
能
は
、
今
日
の
ブ
ラ
曜
バ
ザ
ー
ル
（
b
d
自
p
睦
ゆ
舘
段
）
な
ど
に

ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
。
同
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
建
物
敷
地
面
積
は
合
計
二
八
○
エ
ー
カ
ー
で
、
全
面
積
（
一
、
六
九
ニ
エ
ー
カ
ー
）
の
お
よ

そ
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
の
地
区
別
内
訳
は
、
バ
ザ
ー
ル
　
カ
リ
カ
タ
i
一
三
四
エ
ー
カ
ー
、
タ
ウ
ン
　
カ
リ
カ
タ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

八
疑
心
ー
カ
！
、
ス
タ
ニ
ェ
テ
ィ
i
四
五
エ
ー
カ
ー
、
ゴ
ビ
ン
ダ
プ
ー
ル
ー
十
九
エ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
両
カ
リ
カ
タ
で
の
建
設
の
進
行
が

い
ち
じ
る
し
い
・
ま
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
・
一
七
一
〇
年
の
人
。
を
一
〇
・
○
○
○
～
三
・
○
○
○
人
と
推
定
し
て
い
鞠
・
し
た
が
・
て
・
ウ

ィ
リ
ア
ム
要
塞
の
建
設
に
着
手
し
て
か
ら
わ
ず
か
十
数
年
に
し
て
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
は
、
寒
村
か
ら
都
市
と
よ
び
う
る
段
階
に
ま
で
発
展
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
七
〇
七
年
に
は
、
な
お
農
地
な
ど
が
全
面
積
の
五
ニ
パ
ー
セ
ソ
ト
を
占
め
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
港
と
し
て
の
機
能
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

フ
ー
グ
リ
に
く
ら
べ
て
な
お
劣
っ
て
い
た
。
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カルカッタの建設と都市形成（凹地）

第2表　18世紀中期におけるカルカッタの主要後背地
幻
　
カ
ル
カ
ッ
タ
を
中
心
と
す
る
商
業
機
能
の
展
開

（カ
ル
カ
ッ
タ
の
初
期
の
発
展
は
、
主
と
し
て
商
業
交
易
機
能
の
拡
充
に
さ
さ
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
一
七
一
七
年
に
、
ム
ガ
ー

ワ

タ

ア
　
ヘ
　
ン

砂

糖

イ
ン
デ
ィ
ゴ

硝

石

そ
の
他
絹
製
品

縞
　
絹
　
布

絹
　
反
　
物

絹

糸

そ
の
他
綿
製
品

キ
ャ
ラ
コ

モ
ス
リ
ン

綿
　
反
　
物

○

○
○
○

○
　
○

○
○

○

○
　
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○

○
○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○
　
○
○
○

○

○
　
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
　
○
○

○
○

Q

品
目

名

都市名
カシムバザール

ダッカ

ジュグディア

ラクシュミプール

Vルダ

ボアリア

クマルカリ

サンテKプール

ミドナプール

ラダナゴール

キールパイ

デーワソガンジ

ヴィシュヌプール

サハバード

スーフル

パブナ

ファリドプール

ナディア

ジェソール

ムルシダバ＿ド

テータ

クーゴール

サーラソ

ファトワ

チャプラ

アジムガール

へ

ン

ガ

ノレ

○○○○

　
ル

　
一

　
ソ帯レリサ

’
オ
ツ

○

○
○

○
○

○
○
　
○

○
　
○

○○バトナ

ティルハツト

シソギヤ

ファラカノミード

ビ
ハ
ー
ル

○
○
○
○
○
○

○○○
○
○
○
○
○
○

○○○ベナーレス

アラババード

アリガル

メーラト

アーグラ

ノミランドシャール

カンプール

ウ
ッ
タ
ル
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
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品　目　’

@　名
s　市　名

綿
反
．
物

モ
ス
リ
ン

キ
ャ
ラ
コ

あ
他
綿
製
品
絹
糸

綱
反
物

縞
絹
布

あ
他
絹
製
品
硝
石

イ
ン
デ
ゴ

砂1

ア
ヘ
ン
ワ
タ
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○

バンデルカンド

ファテプール

ミルザプール

ジョンプール

ランプール

ジョワファール

エFワ
マ　　ソ

ラックノー

ウ
ッ
タ
ル
　
プ
ラ
デ
ー
シ
ユ

（Gosh，　M．　et　aL　eds．：ibid．，　PP．26～28，　Dutt，　K　K：ibid．，　P．150による）。

　
各
種
資
料
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
カ
ル
カ
ッ
タ
を
通
じ
て
集
散
さ
れ
た
、
諸
物
産
の
生
産
地
を
か
か
げ
れ
ば
、
第
二
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
表
に
よ
っ
て
、
す
で
に
十
八
世
紀
中
期
ご
ろ
に
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
物
資
集
散
圏
が
、
ベ
ン
ガ
ル
を
中
心
に
ガ
ン
ジ
ス
川
中
流
域
に
ま
で
及

ル
曲
無
量
フ
ァ
ヅ
ル
ク
シ
ャ
ル
（
倒
㊤
同
目
煽
げ
び
ω
一
斜
巴
）
が
、
勅
令
（
フ
ァ
ル
マ
ン
、
男
㊤
H
日
ρ
⇔
）
を
発

し
て
、
東
イ
ン
ド
会
社
へ
の
内
陸
関
税
の
免
税
特
権
を
再
保
証
し
た
こ
と
が
、
カ
ル
カ
ッ
タ

の
商
業
活
動
を
い
っ
そ
う
高
め
る
契
機
と
な
っ
た
。

　
当
時
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
対
ベ
ン
ガ
ル
貿
易
は
、
イ
ン
ド
側
の
出
超
で
あ
っ
た
。
同
会
社

が
、
金
銀
塊
（
げ
質
艶
8
）
i
と
く
に
銀
塊
一
の
輸
入
に
よ
っ
て
入
超
を
決
済
す
る
と
い
う

形
で
、
貿
易
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
そ
の
決
済
の
場
と
し
て
、
次
第
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

重
要
性
を
増
し
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
同
会
社
の
べ
ソ
ガ
ル
へ
の
金
銀
塊
の
輸
入
額
を

も
っ
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
商
業
機
能
の
拡
充
を
示
す
指
標
と
み
な
し
え
よ
う
。
同
輸
入
額
は
、

一
七
〇
八
～
一
七
年
の
十
年
間
に
は
、
七
七
二
、
五
二
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
が
、
つ
づ
く
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

七
一
八
～
二
七
年
の
十
年
間
に
は
、
　
一
、
三
三
一
、
五
二
九
ポ
ン
ド
へ
と
増
大
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
業
活
動
の
隆
盛
に
と
も
な
い
、
カ
ル
カ
ッ
タ
に
も
各
種
商
人

が
来
住
し
、
人
日
も
加
速
度
的
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ
の
間
の
関
係
を
、
イ
ギ
リ
ス
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

目
か
ら
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
（
ω
富
≦
ρ
詳
）
は
、
誇
ら
し
げ
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
商
業
の
成
功
は
、
あ
た
ら
し
い
冒
険
者
を
つ
く
り
出
し
た
。
東
イ
ン
ド
会
社
か
ら
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
イ
セ
ソ
ス
を
与
え
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
個
人
商
人
に
く
わ
え
て
、
短
期
間
に
ボ
ル
ト

　
　
ガ
ル
・
ア
ル
メ
ニ
ア
・
ム
ガ
ー
ル
・
ヒ
ン
ド
ゥ
商
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
た
。
彼
ら
は
、

　
　
イ
ギ
リ
ス
国
旗
の
も
と
で
商
業
に
従
事
し
た
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
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カルカッタの建設と都市形成（応地）

ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
主
要
商
品
は
、
ベ
ン
ガ
ル
で
は
各
種
の
綿
・
絹
製
品
、
ビ
ハ
ー
ル
で
は
硝
石
・
イ
ン
デ
ィ
ゴ
・
砂
糖
・
ア

ヘ
ン
、
さ
ら
に
上
流
の
現
在
の
ウ
ヅ
タ
ル
　
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
で
は
イ
ン
デ
ィ
ゴ
・
硝
石
・
ワ
タ
で
あ
っ
た
。
同
表
か
ら
、
ガ
ン
ジ
ス
川
を
さ
か

の
ぼ
る
に
つ
れ
て
、
主
要
商
品
が
、
繊
維
工
業
品
か
ら
第
一
次
産
品
へ
と
変
化
し
て
い
く
さ
ま
を
、
よ
み
と
れ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
集
散
圏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ひ
ろ
が
り
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
除
い
た
、
今
日
の
カ
ル
カ
ヅ
タ
の
物
資
集
散
圏
と
大
体
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。
カ
ル
カ
ヅ
タ
の
後
背

地
は
、
十
八
世
紀
中
期
に
は
、
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
幻
　
十
八
世
紀
中
期
の
カ
ル
カ
ッ
タ

　
（

　
一
七
四
〇
年
前
後
に
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
は
、
二
つ
の
大
き
な
変
化
を
経
験
す
る
。

　
第
一
は
、
一
七
三
七
年
秋
の
サ
イ
ク
ロ
ン
の
来
襲
に
際
し
、
同
時
に
地
震
に
も
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
二
重
災
害
の
発
生
で
あ
る
。
こ
の
と
き

の
暴
風
の
す
さ
ま
じ
さ
は
、
六
十
ト
ソ
の
パ
ー
ク
型
帆
船
が
、
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸
ま
で
う
ち
と
ば
さ
れ
た
、
と
い
う
記
録
に
よ
っ
て
も

　
　
　
　
　
⑫

う
か
が
わ
れ
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
の
う
け
た
被
害
は
大
き
く
、
木
造
く
さ
ぶ
き
家
屋
の
ほ
ぼ
全
部
と
、
十
分
な
基
礎
を
も
た
な
い
レ
ン
ガ
造
の
建

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

物
の
多
く
が
倒
壊
し
、
死
者
三
、
○
○
○
人
に
お
よ
ん
だ
。
こ
の
災
害
以
後
、
レ
ン
ガ
や
石
づ
く
り
の
家
屋
が
増
加
し
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
都
市

景
観
が
よ
り
恒
久
的
な
も
の
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
第
二
は
、
一
七
四
二
年
の
マ
ラ
ー
タ
（
㌶
騨
塊
騨
叶
げ
ρ
）
の
べ
ソ
ガ
ル
侵
入
で
あ
っ
た
。
当
時
、
彼
ら
の
軍
勢
は
、
中
央
イ
ン
ド
を
席
捲
し
つ
つ
、

ベ
ン
ガ
ル
に
ま
で
も
お
よ
ん
で
き
た
。
彼
ら
を
避
け
て
カ
ル
カ
ヅ
タ
に
来
住
す
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
カ
ル
カ
ッ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
人
口
増
加
を
加
速
化
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
。
と
く
に
、
ペ
ソ
ガ
ル
人
の
富
裕
階
級
に
来
住
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
マ
ラ
ー
タ
対
策
と
し
て
、
ベ
ン
ガ
ル
大
守
を
刺
激
し
な
い
範
囲
内
で
、
防
禦
施
設
の
建
設
を
決
定
す
る
。
そ
れ
は
、
二

つ
の
内
容
か
ら
な
っ
て
い
た
。
一
つ
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
周
辺
の
主
要
道
路
に
砲
台
を
新
設
す
る
こ
と
で
あ
り
、
他
は
、
砲
艦
タ
イ
グ
レ
ス

（
目
α
Q
器
。
・
ω
）
号
を
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
に
停
泊
さ
せ
て
、
フ
ー
グ
リ
川
上
流
か
ら
の
侵
入
に
そ
な
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
東
イ
ン
ド
会
社
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
二
つ
以
上
の
措
置
は
不
必
要
だ
と
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
同
会
社
は
つ
ぎ
の
三
点
を
あ
げ
た
。
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㈲
　
あ
ま
り
に
好
戦
的
な
防
禦
策
は
、
ベ
ン
ガ
ル
大
守
を
い
た
ず
ら
に
刺
激
す
る
結
果
と
な
る
こ
と
。

　
㈲
　
防
禦
に
あ
ま
り
に
多
く
の
資
金
を
費
消
す
べ
き
で
な
い
こ
と
。

　
◎
　
こ
れ
以
上
の
防
備
策
を
講
じ
て
も
、
そ
れ
は
、
結
局
イ
ン
ド
人
商
人
の
保
護
に
役
だ
つ
の
み
で
あ
り
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
財
産
保
全
の

た
め
に
は
こ
れ
で
十
分
な
こ
と
。

　
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
た
理
由
、
こ
と
に
㈲
の
な
か
に
、
植
民
地
都
市
と
し
て
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
性
格
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
よ
う
。

　
そ
の
結
果
、
無
防
備
の
ま
ま
で
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
イ
ン
ド
人
か
ら
は
、
み
ず
か
ら
の
費
用
で
カ
ル
カ
ッ
タ
の
周
縁
に
濠
を
め
ぐ
ら

す
こ
と
が
、
提
案
さ
れ
る
。
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
そ
の
建
設
を
許
可
す
る
。
周
濠
の
位
置
は
、
時
代
は
く
だ
る
が
、
第
五
図
に
し
め
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
北
方
（
現
在
の
バ
グ
証
バ
ザ
：
ル
切
ρ
α
q
口
び
ρ
N
毅
）
か
ら
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
所
有
地
の
境
界
に
そ
っ
て
、
フ
ー
グ
リ

川
と
古
ガ
ン
ジ
ス
川
と
の
分
流
点
ま
で
の
、
約
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
着
工
後
六
ヵ
月
閾
に
、
北
東

辺
に
あ
た
る
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
分
だ
け
が
完
成
し
た
。
こ
の
周
濠
は
、
マ
ラ
ー
タ
濠
（
學
臼
ρ
目
㊤
け
げ
麟
　
回
）
帥
伴
O
げ
O
ω
）
と
よ
ば
れ
た
。
こ
こ
で
、
マ
ラ

ー
タ
濠
が
、
イ
ン
ド
人
に
よ
り
発
議
さ
れ
、
彼
ら
の
費
用
で
建
設
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
北
方
の
部
分
か
ら
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
イ
ン
ド
人
地
区
の
防
禦
用
施
設
で
あ
っ
た
。
と
す
る
と
、
一
七
四
二
年
当
時
、
イ
ン
ド
人
地
区
は
、

マ
ラ
ー
墨
継
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
内
陸
部
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
事
実
、
こ
の
時
期
に
、
第
五
図
の
下
線
を
ひ
い
た
村

々
で
は
荒
蕪
地
の
開
発
が
す
す
み
、
市
街
地
が
成
立
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
上
の
推
測
に
対
応
す
る
イ
ン
ド
人
地

区
の
拡
大
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
人
地
区
で
も
、
マ
ラ
ン
タ
の
脅
威
が
た
か
ま
る
に
つ
れ
て
、
矢
来
の
建
設
が
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
の
位
置
は
、
第
三
図
に

　
　
　
㊧

示
さ
れ
る
。
マ
ラ
ー
タ
の
ベ
ン
ガ
ル
侵
入
を
契
機
と
す
る
砲
台
・
矢
来
・
周
濠
の
建
設
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
に
対
し
て
、
従
来
の
商
館
の
要
塞
化

か
ら
、
都
市
そ
の
も
の
の
要
塞
化
へ
と
い
う
新
し
い
局
面
を
ひ
ら
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
、
そ
の
転
換
が
き
わ
め
て
不
十
分
に
し
か

お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
一
七
五
六
年
、
ベ
ン
ガ
ル
大
守
シ
ラ
ー
ジ
ー
ウ
ダ
ウ
ラ
」
（
ω
霞
a
－
環
匹
－
∪
○
乱
接
）
の
カ
ル
カ
ッ
タ
急
襲
の
際
に
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露
呈
さ
れ
た
。
彼
は
、
六
月
二
十
日
に
カ
ル
カ
ッ
タ
を
占
領
し
て
、
ア
リ
ナ
ガ
ー
ル
（
之
一
奉
σ
q
胃
）
と
改
名
し
た
。
以
後
、
翌
五
七
年
一
月
に
奪

回
さ
れ
る
ま
で
、
カ
ル
カ
ッ
タ
は
彼
の
占
領
下
に
お
か
れ
た
。
シ
ラ
ー
ジ
ー
ウ
ダ
ウ
ラ
ー
の
攻
撃
に
対
し
て
、
上
述
し
た
諸
防
禦
施
設
は
簡
単

に
突
破
さ
れ
た
う
え
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
の
火
砲
も
、
周
辺
の
建
造
物
に
妨
げ
ら
れ
て
有
効
に
使
用
し
え
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
要
塞
は
、
本
来
の
要
塞
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
な
く
陥
落
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
の
抜
本
的
な
改
造
が
、
奪
回
後
の
カ

ル
カ
ヅ
タ
再
建
に
お
け
る
基
本
的
命
題
と
な
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
の
都
市
構
造
も
大
き
く
変
貌
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
も
っ
と
も
古
い
地
図
と
し
て
、
シ
ラ
ー
ジ
ー
ウ
ダ
ゥ
ラ
ー
の
急
襲
時
の
地
図
が
残
っ
て
い
る
。
第
三
図
が
、
そ
れ
で

あ
る
。
し
か
し
同
図
は
、
当
時
の
都
市
域
全
体
を
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
カ
リ
カ
タ
全
域
と
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
南
部
と
を
記
載
す
る
に
す
ぎ
な

い
。
ま
た
陸
図
に
は
、
道
路
や
縮
尺
は
い
っ
さ
い
記
入
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
七
九
二
年
図
・
一
八
八
八
年
図
・
一
九
二
三
年
図
や
現
在
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ド
　
マ
ヅ
プ
を
参
照
し
つ
つ
、
検

出ルカヅタの建設と都市形成（応地）

醗ウ・リ・・蝉　一一一・一ホ・イトタT；1・境ソ1

薩翻・ルバーグ（公園）・……1742年の矢米

隔英人握　　懸・・ク・池
▲・一・・パ系撒会〔ヨ農地ヴ・ング・即

　　　　　　　第3図　1757年のカルカッタ

討
を
く
わ
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
道
路

に
つ
い
て
み
れ
ば
、
北
辺
は
、
K
・
K

・
タ
ゴ
ー
ル
（
日
品
。
冨
）
道
路
（
旧
名
シ

ュ
リ
　
ハ
リ
　
ラ
ム
道
路
ω
ユ
国
ρ
ユ

国
9
ヨ
。
D
ε
　
に
比
定
し
う
る
。
東
辺
は
、

す
で
に
ふ
れ
た
ス
タ
ニ
ュ
テ
ィ
か
ら
カ

リ
ガ
ー
ト
に
い
た
る
巡
礼
道
路
で
、
現

在
の
ラ
ー
ビ
ン
ド
ラ
サ
ラ
ニ
（
口
餌
げ
ぼ
－

α
雷
ω
胃
ρ
巳
）
道
路
（
旧
名
下
チ
ト
プ
ー

ル
道
路
、
ピ
。
≦
窪
O
匡
弓
貝
図
e
に
対
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第4図　1757年のカルカッタ申心部（左：方が北）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
れ
ば
、
同
一
に
記
入
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
範
囲
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
を
は
じ
め
と
す
る
東
イ
ン
ド
会
社
の
諸
施
設
、

リ
ス
人
住
宅
の
分
布
範
囲
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
か
し
そ
の
境
界
は
、

は
、
矢
来
は
、
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
の
範
囲
を
大
き
く
は
み
出
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
。

ー
ロ
ッ
パ
系
の
宗
教
施
設
の
分
布
を
み
れ
ば
、
同
等
に
示
し
た
よ
う
に
、

応
ず
る
。
東
南
辺
に
は
濠
が
ほ
ら
れ
一
の
ち
に
埋
立
ら
れ
、
キ
ロ
ソ

サ
ン
カ
ー
ル
　
ロ
イ
　
（
囚
貯
。
け
ω
ρ
ロ
犀
胃
切
。
唄
）
道
路
（
旧
名
ヘ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
ス
道
路
、
出
霧
江
昌
σ
q
ω
Q
D
鉾
と
ウ
ォ
タ
ー
ル
1
道
路
幅
暮
。
ユ
。
。

ω
踏
）
と
な
る
一
、
ま
た
南
西
辺
は
、
よ
り
南
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
道
路

（
》
ロ
匹
窪
α
図
e
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
し
て
、
推
算

す
れ
ば
、
図
に
示
さ
れ
る
市
街
地
の
面
積
は
、
南
北
お
よ
そ
二
、
一
〇

〇
メ
ー
ト
ル
×
東
西
お
よ
そ
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
二
一
・
五
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
の
｝
七
〇
七
年
の
デ
ー
タ
は
家
屋
敷

地
面
積
で
あ
る
か
ら
、
直
接
的
な
比
較
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の

面
積
は
、
両
カ
リ
カ
タ
と
ス
芝
蝦
ュ
テ
ィ
i
第
三
図
は
そ
の
南
部
の

み
を
記
載
一
と
を
あ
わ
せ
た
と
し
て
も
、
○
・
二
平
方
キ
巨
メ
ー
ト

ル
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
両
者
の
比
較
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
八
世
紀

前
半
に
お
け
る
カ
ル
カ
ッ
タ
の
急
激
な
成
長
を
推
察
さ
せ
る
に
十
分
で

あ
る
。

　
別
の
資
料
に
よ
っ
て
、
当
時
の
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ゥ
ソ
の
境
界
を
復
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
び
イ
ギ

一
七
四
二
年
の
矢
来
の
建
設
場
所
と
は
一
致
し
な
い
。
と
く
に
北
部
で

　
　
　
　
　
　
　
時
代
は
下
る
が
、
一
九
二
三
年
測
量
図
に
よ
っ
て
ヨ

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
畑
教
ム
買
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
　
・
ユ
ダ
ヤ
教
会
・
ア
ル
メ
ニ
ア
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カルカッタの建設と都市形成（応地）

教
会
・
ギ
リ
シ
ャ
正
教
会
な
ど
が
、
こ
の
地
区
に
所
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
矢
来
と
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
と
に
は
さ
ま
れ
た
地
区
は
、
イ

ギ
リ
ス
人
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
住
民
の
集
住
地
区
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
矢
来
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ヅ

パ
人
全
体
を
保
護
す
る
目
的
で
、
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
矢
来
の
外
側
は
、
イ
ン
ド
人
地
区
に
あ
た
っ
て
い
よ
う
。
イ
ン
ド
人
地
区
は
、

北
方
で
は
連
担
市
街
地
を
形
成
し
て
い
た
が
、
東
方
で
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
や
水
田
内
を
ス
プ
ロ
ー
ル
状
に
散
在
し
つ
つ
拡
大
し
、
マ
ラ
ー
タ
濠
に

ま
で
お
よ
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
矢
来
や
マ
ラ
ー
タ
濠
の
建
設
は
、
は
か
ら
ず
も
、
十
八
世
紀
中
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス

人
地
区
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
地
区
・
イ
ン
ド
人
地
区
、
と
い
う
空
間
的
セ
グ
リ
ゲ
1
シ
ョ
ソ
の
進
展
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
市
街
地
の
構
成
を
み
よ
う
。
ま
ず
、
道
路
割
の
不
規
則
性
が
目
に
つ
く
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
を
中
心
と
し
た
主
部
の
み
を
拡
大
し
て
も
（
第

四
図
）
、
要
塞
の
前
面
に
は
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
も
な
く
、
グ
リ
ヅ
ド
　
パ
タ
ー
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
規
則
的
な
面
割
も
み
と
め
ら
れ
な
い
。

一
七
〇
八
年
に
滞
在
し
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
も
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
自
然
発
生
的
な
形
成
過
程
に
つ
い
て
、
す
で
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
し
る
し
て
い

⑪
る
。　

「
家
を
建
て
る
と
き
に
は
、
な
に
よ
り
も
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
町
は
無
秩
序
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
顧
慮
さ

れ
る
の
は
、
ど
こ
が
庭
づ
く
り
に
も
つ
と
も
適
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
庭
を
と
お
っ
て
か
ら
屋
敷
に
は
い
る
場
合
が

多
い
」
。

　
す
な
わ
ち
彼
は
、
無
秩
序
に
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
（
屋
敷
地
）
が
た
ち
な
ら
ぶ
さ
ま
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
叙
述
は
、
第
四
図
の
状
況
に
そ
の

ま
ま
妥
当
す
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
グ
リ
ッ
ド
　
パ
タ
ー
ン
は
、
　
「
一
つ
の
意
志
の
も
と
で
、
当
初
か
ら
有
機
的
全
体
と
し
て
成
立
し
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
も
の
で
、
個
々
の
建
物
の
恣
意
的
な
立
地
の
合
計
と
し
て
は
生
じ
得
な
い
」
の
で
あ
る
。

　
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
都
市
で
あ
る
と
い
う
歴
史
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
発
展
の
端
緒
的
な
段
階
に

お
い
て
す
ら
、
計
画
的
な
盤
割
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
の
ち
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
支
配
が
深
化
、
確
立
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
彼

ら
が
イ
ン
ド
都
市
に
対
し
て
く
わ
え
た
改
変
の
計
画
性
と
規
則
性
と
を
お
も
い
お
こ
す
と
き
、
こ
れ
は
、
大
き
な
絹
違
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
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（
ω
叶
自
ω
げ
）
も
、
東
イ
ン
ド
会
社
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
カ
ン
ト
ン
メ
ン
ト
（
o
ρ
葺
8
ヨ
Φ
纂
　
兵
営
地
区
）
や
シ
ビ
ル
　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
（
9
ぐ
臨

ω
霞
賦
8
　
官
庁
・
官
舎
地
区
）
の
プ
ラ
ン
は
一
般
に
不
規
則
で
あ
り
、
グ
リ
ッ
ド
　
パ
タ
ー
ン
へ
の
偏
愛
が
小
さ
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
東
イ
ン
ド
会
社
に
と
っ
て
は
、
初
期
カ
ル
カ
ッ
タ
の
建
設
は
、
あ
く
ま
で
も
〈
要
塞
化
さ
れ
た
商
館
〉
の
建
設
で
あ
っ
て
、
〈
都
市
〉

の
建
設
と
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
先
述
の
一
七
四
二
年
の
マ
ラ
ー
タ
対
策
㈲
が
示
す
よ
う
に
、
ム
ガ
ー

ル
王
権
を
名
目
的
に
た
て
な
が
ら
、
商
業
的
利
益
の
追
求
を
め
ざ
し
て
い
た
、
当
時
の
政
策
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
ム
ガ
ー
ル
朝
時
代
の
北
イ
ン
ド
の
諸
都
市
と
比
較
す
れ
ば
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
イ
ギ
リ
ス
的
特
微
は
、
な
お
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
東
方
に
接
す
る
、
ほ
ぼ
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
×
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
ラ
ル
　
バ
ー
グ
（
U
匙
し
σ
鉾
α
q
げ
赤
い
公
園
の
意
で
、

現
在
の
ダ
ル
フ
ー
ジ
広
場
　
∪
巴
げ
。
島
δ
ω
虐
鶏
①
に
あ
た
る
）
の
存
在
で
あ
る
。
当
時
の
北
イ
ン
ド
の
主
要
都
市
は
、
都
市
構
造
の
う
え
で
イ

ス
ラ
ム
的
刻
印
を
つ
よ
く
と
ど
め
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
都
市
の
分
極
機
能
を
具
現
す
る
も
の
と
し
て
、
王
権
所
在
地
と
し
て
の
内
城
、
交
易

の
場
と
し
て
の
バ
ザ
ー
ル
、
さ
ら
に
内
城
と
バ
ザ
ー
ル
の
問
に
は
大
衆
祈
薦
の
場
と
し
て
の
モ
ス
ク
の
三
つ
が
あ
り
、
都
市
域
の
ま
わ
り
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

市
壁
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
内
城
・
バ
ザ
ー
ル
・
モ
ス
ク
・
鼠
壁
の
空
間
的
配
置
と
、
そ
れ
ら
を
む
す
び
あ
わ
せ
る
袋
小
路
状
の
錯

綜
道
路
と
は
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
み
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
イ
ス
ラ
ム
圏
の
都
市
全
般
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
と
対
比
す

る
と
き
、
そ
の
さ
ら
な
る
特
徴
は
、
オ
ー
プ
ン
　
ス
ペ
ー
ス
の
欠
如
に
あ
り
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
イ
ス
ラ
ム
都
市
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
場
合
、
第
四
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
オ
ー
プ
ン
　
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
の
約
二
倍
の
規
模
を

も
つ
公
園
が
中
心
部
に
所
在
し
て
い
る
。
そ
こ
は
、
中
央
に
用
水
池
を
も
ち
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
広
場
空
間
を
構
成
し
て
い
た
。
ラ
ー
ル
　
パ
ー

グ
の
北
西
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
に
面
し
て
セ
ン
ト
　
ア
ソ
（
ω
戸
》
匿
・
）
教
会
が
あ
っ
た
。
公
園
の
南
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
諸
施
設

一
1
吏
紗
捺
染
揚
・
う
ま
や
な
ど
一
が
、
ま
た
南
西
に
は
、
病
院
と
墓
地
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
施
設
を
と
り
ま
い
て
、
東
イ
ン
ド
会
社

の
イ
ギ
リ
ス
人
吏
員
の
屋
敷
地
と
家
屋
が
点
在
し
て
い
た
。
一
七
五
三
年
に
は
、
要
塞
・
倉
庫
を
の
ぞ
い
て
、
こ
こ
を
中
心
に
二
三
〇
戸
の
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ソ
が
造
や
石
造
の
家
屋
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
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カルカッタの建設と都市形成（応地）

　
先
述
し
た
矢
来
内
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
地
区
で
は
、
人
口
の
集
住
を
反
映
し
て
、
す
で
に
迷
路
状
の
錯
綜
道
路
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
お
そ

ら
く
、
そ
の
北
の
イ
ン
ド
人
地
区
も
、
こ
れ
と
お
な
じ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
図
に
み
る
よ
う
に
、
市
街
地
の
外
辺
お
よ
び
中
心
部
の
主
要
道
路
上
に
は
、
計
七
ヵ
所
に
砲
台
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
先
述
し
た
一
七
四
二

年
の
マ
ラ
ー
タ
の
べ
ソ
ガ
ル
侵
入
時
に
、
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
十
八
世
紀
中
期
の
人
口
に
つ
い
て
ふ
れ
れ
ば
、
ホ
ル
ウ
ェ
ル
（
頃
○
写
①
ε
は
、
一
七
五
二
年
の
人
口
を
四
〇
九
、
○
○
○
人
と
推

定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
過
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ム
ケ
ル
ジ
！
（
累
目
窪
Φ
ユ
8
）
は
、
　
一
七
三
五
年
の
人
口
を
一
〇
万
人
と
し
て
お

⑰り
、
ま
た
シ
ソ
バ
（
ω
ぎ
げ
ρ
）
も
、
ベ
ン
ガ
ル
大
守
ア
リ
ベ
ル
デ
ィ
（
滋
寄
島
3
の
治
政
末
期
（
一
七
五
六
年
ご
ろ
）
の
人
口
を
二
一
〇
万
と
推
定
し
て

い
る
。
一
八
三
〇
年
代
の
人
口
が
二
二
〇
万
人
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
こ
ろ
の
人
口
は
一
〇
万
人
前
後
と
す
る
の
が
妥
当
か
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
十
八
世
紀
初
頭
か
ら
五
〇
年
間
に
、
人
口
は
お
よ
そ
一
〇
倍
に
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
一
七
四
七
年
ご

ろ
に
は
、
新
た
な
人
ロ
へ
の
ス
ペ
ー
ス
を
添
い
出
せ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ム
ガ
ー
ル
帝
国
の
衰
退
と
は
逆
に
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
は
暗
雲

の
よ
う
に
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
出
＆
α
q
㊦
ω
”
碧
．
“
o
》
魑
ミ
ニ
く
9
卜
。
し
図
略
図
≦
，

②
　
O
プ
。
ω
ダ
竃
’
o
梓
巴
・
o
α
。
。
．
”
o
賢
“
馬
牒
二
℃
■
り
■

③
　
口
p
ヨ
鵠
8
P
鋭
”
o
》
甑
“
こ
く
巳
．
N
℃
℃
●
蒔
～
伊

④
尊
ミ
こ
唱
．
伊

⑤
O
び
。
ω
7
罫
Φ
叶
鉾
…
愚
’
ミ
こ
娼
凸
旨
’

⑥
O
島
p
客
軸
ω
o
。
凶
巴
ぎ
簿
淳
二
二
§
欝
9
客
自
三
〇
言
巴
毒
節
点
q
・
官
O
塑
乍

　
0
9
留
り
§
壽
ご
さ
ミ
封
讐
く
。
一
■
膳
b
o
璽
δ
①
N
や
困
。
◎
H
．

⑦
　
十
九
世
紀
前
半
の
記
録
に
、
雨
期
の
満
潮
時
に
も
、
こ
の
地
区
の
み
は
冠
水
し

　
な
い
こ
と
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
H
巳
す
O
㊦
コ
。
。
岳
O
。
ヨ
諺
同
笛
巴
。
器
禿
愚
．

　
ミ
‘
や
り
）

⑧
O
げ
。
ω
F
客
“
o
》
ミ
ニ
や
お
．

⑨
十
八
世
紀
は
じ
め
に
は
、
英
話
と
な
ら
ん
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
公
用
語
と
し
て

使
用
さ
れ
る
ほ
ど
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
多
か
っ
た
。
（
切
げ
暮
雷
。
げ
㊤
曼
P
ω
。
”
o
》

　
ミ
‘
や
圃
g
。
）
。

⑩
窯
億
属
亀
．
ω
鵠
嘗
き
。
o
犀
｛
g
日
タ
〈
。
＝
。
誘
貯
H
＆
寅
じ
⇔
萱
ヨ
p
9
巳
O
。
《
－

　
ざ
P
o
Q
魯
げ
。
α
二
U
o
昌
⊆
o
P
困
り
一
H
曽
や
①
餅

⑪
出
ρ
旨
津
。
戸
》
」
。
特
ミ
己
く
。
拶
卜
⊃
層
や
①
陶

⑫
H
民
冨
O
①
扇
房
O
o
旨
巨
ω
ω
凶
。
昌
。
『
”
。
》
ミ
ニ
や
錠
よ
り
算
出
。

（
⑯
　
頃
㊤
日
＝
8
P
》
．
叫
。
》
ミ
．
”
〈
o
ド
b
。
℃
℃
．
H
P

⑭
じ
d
ζ
戸
9
“
愚
。
ミ
‘
℃
」
繊
■

⑮
憎
邑
臼
ω
互
9
。
特
ミ
‘
唱
・
ω
ρ

⑯
9
6
。
・
ダ
竃
。
簿
鉢
闘
。
》
無
w
二
や
挿
①
■
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⑰
切
冨
ヰ
鴛
冨
曼
p
ω
」
。
特
鼠
馬
‘
や
δ
④
．

⑯
ρ
き
汁
巴
ξ
H
民
貯
O
⑦
島
島
O
。
8
a
ω
毘
8
Φ
コ
愚
■
ミ
‘
や
。
。
。
。
．

⑲
「
ラ
イ
セ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
た
」
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
領
に
居
住

　
を
許
さ
れ
た
の
意
で
あ
る
。
　
（
松
井
　
透
「
近
世
英
顎
関
係
小
論
」
『
史
学
雑
誌
』

　
六
二
一
七
、
昭
和
二
八
年
、
二
四
～
一
一
五
ペ
ー
ジ
）
。

⑳
　
つ
ぎ
の
資
料
に
よ
り
作
成
。

　
　
∪
昇
紗
ぢ
囚
」
o
特
鼠
鳳
こ
や
H
O
b
o
・

　
　
O
げ
。
ω
鈷
漏
即
“
国
8
口
。
ヨ
8
目
塞
⇔
。
α
三
〇
埠
言
田
8
σ
q
巴
℃
完
鍬
α
Φ
居
ざ

　
O
巴
0
9
冨
り
お
①
ρ
唱
や
㎝
り
～
置
①
噛

⑳
た
と
え
ば
、
中
山
晴
美
「
カ
ル
カ
ッ
タ
i
巨
帯
都
市
を
指
向
す
る
巨
大
都

　
布
」
　
（
米
倉
二
郎
編
『
イ
ン
ド
集
落
の
変
貌
』
、
東
京
、
昭
和
四
八
年
、
所
収
）

　
四
一
九
ペ
ー
ジ
の
第
十
三
・
十
四
図
を
み
よ
。

＠
　
ぎ
a
p
O
魯
ω
島
O
o
ヨ
8
溢
。
。
δ
ロ
。
コ
。
幣
ミ
こ
や
も
。
。
。
。

⑳
切
首
諜
8
審
蔓
ρ
ω
◆
”
愚
．
職
外
、
憎
」
㊤
①
■

⑭
き
ミ
陶
や
ト
⊃
は
．

⑳
　
山
本
達
郎
編
『
イ
ン
ド
史
』
、
東
京
、
昭
和
三
五
年
、
一
四
七
ペ
ー
ジ
。
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、
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い
。
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三
　
カ
ル
カ
ッ
タ
の
再
建
と
現
都
市
構
造
の
成
立
－
十
八
世
紀
後
半

　
カ
ル
カ
ッ
タ
の
新
し
い
発
展
は
、
一
七
五
七
年
に
は
じ
ま
る
。
こ
の
年
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
支
配
の
歴
史
に
お
け
る
転
換
点
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
歴
史
に
お
い
て
も
重
要
な
劃
期
と
な
っ
た
。
田
同
年
、
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
三
つ
の
大
き
な
事
件
を
経
験
す
る
。
そ
れ



カルカッタの建設と都市形成（応地）

ら
は
、

　
ω
　
ク
ラ
イ
ブ
（
Ω
写
Φ
）
と
ワ
ト
ソ
ン
（
司
緯
ω
o
ロ
）
に
よ
る
、
シ
ラ
ー
ジ
日
ウ
ダ
ウ
ラ
ー
か
ら
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
奪
回
。

　
②
新
大
守
ミ
ー
ル
　
ジ
ャ
フ
ァ
ー
ル
（
霞
触
十
一
舘
）
と
の
講
和
条
約
に
も
と
つ
く
一
、
七
七
〇
万
ル
ピ
ー
（
二
一
五
万
ポ
ン
ド
）
に
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ぶ
損
害
賠
償
金
の
と
り
た
て
と
、
カ
ル
カ
ッ
タ
周
辺
の
土
地
所
有
権
の
獲
得
。

　
㈲
プ
ラ
ッ
シ
ー
の
戦
い
で
の
勝
利
。

　
と
く
に
③
は
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
覇
権
を
確
立
さ
せ
、
ベ
ン
ガ
ル
の
植
民
地
化
へ
の
飛
躍
的
な
一
歩
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
て
、
葉
イ
ン
ド
会
社
は
、
ま
さ
し
く
、
　
「
商
人
の
会
社
」
か
ら
「
征
服
者
の
会
社
」
へ
と
変
貌
し
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
年
に
は
じ

ま
る
カ
ル
カ
ヅ
タ
の
再
建
も
ま
た
、
か
つ
て
と
お
な
じ
ベ
ン
ガ
ル
で
の
商
業
根
拠
地
を
再
建
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
支
配
の

拠
点
を
新
し
く
建
設
す
る
、
と
い
う
意
味
を
も
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
の
性
格
が
、
大
き
く
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
一
七
五
七

年
以
降
の
再
建
過
程
を
通
じ
て
、
今
日
の
カ
ル
カ
ヅ
タ
の
基
本
的
な
都
市
構
造
が
で
き
あ
が
る
と
と
も
に
、
本
格
的
な
都
市
化
も
発
進
し
て
い

　
　
　
　
③

く
の
で
あ
る
。

　
D
　
新
ウ
ィ
り
ア
ム
要
塞
の
建
設
と
市
街
地
の
拡
大

　
（

　
カ
ル
カ
ッ
タ
の
再
建
は
、
新
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
の
建
設
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
旧
要
塞
は
、
シ
ラ
ー
ジ
湘
ウ
ダ
ウ
ラ
i
軍
の
攻
撃
に
際
し
て
、

要
塞
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
な
く
、
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
。
新
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
は
旧
地
を
棄
て
て
、
市
街
地
の
南
方
の
ゴ
ビ
ン
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

プ
ー
ル
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
奪
回
後
、
た
だ
ち
に
そ
の
設
計
が
開
始
さ
れ
た
。
建
設
に
さ
き
だ
っ
て
、
ゴ
ビ
ン
ダ
ブ

ー
ル
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
が
な
さ
れ
、
そ
こ
に
あ
っ
た
二
つ
の
集
落
も
撤
去
さ
れ
た
。

　
新
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
は
、
面
積
お
よ
そ
工
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
星
状
形
稜
墾
で
、
ま
わ
り
に
幅
十
七
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
〇
メ
ー

ト
ル
の
周
忌
を
め
ぐ
ら
せ
る
、
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
部
は
、
兵
士
一
〇
、
○
○
○
人
を
収
容
し
、
火
砲
六
〇
〇
門
を
そ

　
　
　
　
⑤

な
え
て
い
た
。
新
要
塞
は
、
一
七
五
八
年
に
着
工
さ
れ
、
十
五
年
後
の
一
七
七
三
年
に
完
成
し
た
。
そ
の
翌
七
四
年
に
は
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
は
、
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英
領
イ
ン
ド
の
首
都
と
な
る
。
新
要
塞
の
前
面
に
は
、
軍
事
的
観
点
か
ら
、
広
大
な
オ
ー
プ
ン
　
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド

と
名
づ
け
ら
れ
た
。
市
街
地
も
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
の
建
設
に
と
も
な
っ
て
、
南
方
へ
と
大
き
く
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
第
五
図
は
、
一
七
九
二
～
九
三
年
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
図
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
住
宅
に
つ
い
て
は
詳
細
に
記



カルカッタの建設と都市形成（応地）

養
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
人
地
区
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
簡
略
に
し
か
示
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
先
述
し
た
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
と
そ
の

周
辺
を
の
ぞ
い
て
、
市
街
地
が
実
体
以
上
に
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
マ
ー
チ
ン
（
自
程
菖
旨
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

報
告
に
よ
れ
ば
、
一
七
九
三
年
の
家
屋
・
店
鋪
数
は
、
計
七
五
、
七
六
〇
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
民
族
別
・
宗
教
別
内
訳
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ

五
六
、
四
〇
〇
、
モ
ス
レ
ム
一
一
、
七
〇
〇
、
イ
ギ
リ
ス
人
四
、
三
〇
〇
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
六
四
〇
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
お
よ
び
そ
の
他
の
キ
リ

ス
ト
教
徒
二
、
六
五
〇
、
中
国
人
一
〇
、
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
住
民
の
房
有
に
な
る
も
の
は
、
全
体
の
約
一
〇
パ

1
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
、
第
五
図
は
、
こ
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
詳
し
く
記
載
し
て
い
る
が
、
残
り
の
九
〇
パ

ー
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
無
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
同
図
上
の
道
路
密
度
が
大
な
部
分
に
は
、
図
的
表
現
以
上
に
、
市
街
地
が
は

り
つ
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
第
五
図
に
よ
っ
て
、
つ
よ
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
新
要
塞
と
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
の
規
模
の
大
き
さ
で
あ
る
。
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
は
、
南

北
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
・
工
～
二
・
○
キ
臣
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
、
そ
の
中
央
に
新
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
を
い
だ
い
て
い
る
。
同
図
上
で
、

新
旧
両
要
塞
の
規
模
を
比
較
す
れ
ば
、
新
要
塞
の
壮
大
さ
が
明
瞭
で
あ
る
。
そ
の
建
設
に
よ
っ
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
そ
れ
ま
で
の
東
イ
ン
ド

会
社
の
商
館
都
市
か
ら
、
英
領
イ
ン
ド
の
政
治
的
・
軍
事
的
首
都
へ
と
変
貌
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
幻
　
イ
ギ
り
ス
人
地
区
の
拡
大

　
（

　
新
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
の
建
設
と
、
そ
れ
に
つ
づ
く
カ
ル
カ
ッ
タ
の
性
格
変
化
は
、
地
域
構
造
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
地
区
の
拡
大
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
人
地
区
は
、
か
つ
て
の
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
か
ら
二
次
的
分
散
を
と
げ
、
外
延
的
拡
大
が
い
ち
じ
る
し
い
。
そ
れ
は
、
第
五
図
に
示

し
た
よ
う
に
、
二
方
向
に
お
い
て
み
と
め
ら
れ
る
。
第
一
は
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
南
東
方
の
当
時
の
ベ
リ
ア
ル
　
ス
ト
リ
ー
ト
（
国
9
芭
Q
。
ぐ

謬
卑
、
現
パ
ー
ク
　
ス
ト
リ
ー
ト
　
勺
ρ
鱒
ω
ε
の
南
部
に
お
け
る
高
級
住
宅
地
の
成
立
で
あ
る
。
　
一
七
八
六
年
図
に
よ
る
と
、
同
道
路
以
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
は
四
戸
の
住
宅
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
が
、
一
七
九
〇
年
前
後
に
急
速
に
高
級
住
宅
地
と
化
し
て
い
っ
た
こ
と
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を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
地
区
に
は
、
グ
リ
ッ
ド
　
パ
タ
ー
ン
的
な
道
路
割
と
、
広
大
な
屋
敷
地
を
も
つ
コ
ソ
バ
ウ
ン
ド
群
と
が
ひ
ろ
が
り
、

他
の
部
分
と
は
き
わ
だ
っ
て
異
な
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

　
ベ
リ
ア
ル
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
道
路
以
南
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
高
級
倥
宅
地
の
成
立
に
つ
れ
て
、
同
地
区
と
都
心
部
と
を
む
す
ぶ
チ
ョ
ゥ
リ
ン

ギ
ー
（
O
プ
O
ぞ
臨
づ
σ
q
び
①
o
　
現
ネ
噛
ル
ー
　
裟
Φ
げ
讐
）
道
路
は
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
の
代
表
的
な
目
抜
き
通
り
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。
チ
ョ
ヴ
リ
ソ
上
手

道
路
は
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
の
東
寺
に
そ
っ
て
走
り
、
か
つ
て
の
巡
礼
道
路
に
あ
た
っ
て
い
る
。
一
七
一
七
年
ご
ろ
に
は
、
同
道
路
の
周
辺
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
水
田
・
放
牧
地
・
荒
蕪
地
が
ひ
ろ
が
り
、
わ
ず
か
今
戸
ほ
ど
の
小
屋
が
同
道
路
に
面
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
第
五
図

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
八
世
紀
末
に
は
、
同
道
路
の
東
側
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
を
主
た
る
顧
客
と
す
る
高
級
商
店
・
ホ
テ
ル
が
つ
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
に
い
た
っ
た
。
そ
れ
ら
の
建
築
群
は
、
イ
タ
リ
ア
人
建
築
家
の
基
本
設
計
に
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
都
市
景
観
の
創
出
を
め
ざ
し
た
の
で

あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
人
地
区
の
第
二
の
拡
大
方
向
は
、
東
方
に
む
か
っ
て
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
1
ド
の
北
辺
か
ら
の
び
る
ダ
ー
ラ
ム
タ
r

ラ
（
U
冨
踏
ヨ
琶
ρ
）
道
路
と
、
旧
要
塞
正
面
か
ら
東
へ
直
進
す
る
バ
ウ
　
バ
ザ
ー
ル
（
b
ご
。
毛
切
淫
乱
増
）
道
路
と
に
そ
っ
て
、
拡
大
し
た
。
と
く
に
後

老
の
場
合
に
は
、
先
述
し
た
マ
ラ
ー
タ
濠
を
こ
え
て
東
方
に
ひ
ろ
が
り
、
シ
ァ
ル
ダ
i
（
の
団
巴
α
筈
）
地
区
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
人
住
宅
地
区
の
拡
大
と
な
ら
ん
で
、
官
公
庁
以
外
の
諸
施
設
の
郊
外
移
転
も
進
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
監
獄
・
病
院
・
英
人
墓
地
な

ど
で
あ
る
。
か
つ
て
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
の
東
境
に
あ
っ
た
監
獄
は
、
エ
、
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
の
南
東
隅
に
、
ま
た
ラ
ル
　
バ
ー
グ
西
南
の
英
人
墓

地
の
一
角
に
あ
っ
た
病
院
は
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
の
南
に
（
一
七
六
八
年
）
、
お
な
じ
く
英
人
墓
地
そ
の
も
の
も
、
ベ
リ
ア
ル
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

道
路
の
東
端
に
移
転
（
一
七
六
七
年
）
し
た
。
ま
た
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
を
越
え
た
南
方
に
は
、
ベ
ル
ヴ
ェ
ル
デ
ル
　
ハ
ウ
ス
（
切
倶
く
Φ
a
Φ
目
口
。
亭

ω
①
）
－
一
七
〇
〇
年
ご
ろ
に
ベ
ン
ガ
ル
大
守
の
別
荘
と
し
て
建
設
さ
れ
た
が
、
十
八
世
紀
末
に
は
東
イ
ン
ド
会
社
高
級
吏
員
の
邸
宅
と
し
て

使
用
さ
れ
、
つ
い
で
一
八
五
四
～
一
九
一
二
年
に
は
べ
ソ
ガ
ル
準
知
事
（
】
U
一
Φ
粗
け
Φ
昌
早
口
け
一
∩
｝
○
〈
Φ
同
鵠
O
『
）
官
邸
、
一
九
一
二
年
以
降
は
イ
ン
ド
副
王
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ベ
ン
ガ
ル
別
邸
と
し
て
使
用
さ
れ
る
一
が
あ
り
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
を
縦
断
す
る
道
路
に
よ
っ
て
、
旧
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
と
む
す
ば
れ
て
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い
た
。

　
以
上
の
イ
ギ
リ
ス
人
住
宅
や
諸
施
設
の
二
次
的
な
分
散
と
並
行
し
て
、
旧
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
南
部
地
区
へ
の
官
公
庁
施
設
の
立
地
が
進
ん

だ
。
旧
要
塞
は
税
関
に
転
用
さ
れ
、
そ
の
東
の
旧
ア
ン
グ
リ
カ
ソ
教
会
跡
を
ふ
く
む
地
区
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
下
級
吏
員
用
の
研
修
宿
泊

施
設
（
ラ
イ
タ
ー
ズ
　
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
　
≦
円
答
曾
、
ω
切
望
観
ヨ
σ
q
）
が
建
設
さ
れ
た
（
一
七
七
六
年
）
。
旧
要
塞
南
の
フ
ー
グ
リ
川
ぞ
い
に
は
、
造
幣

所
が
新
設
さ
れ
た
（
一
七
九
一
年
）
。
さ
ら
に
、
旧
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
の
外
境
を
越
え
た
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
の
北
辺
に
は
、
最
高
法
院
（
Q
Q
鐸
唱
。
箒
①

○
◎
震
け
）
、
参
事
会
庁
舎
（
O
O
岱
鵠
O
鵠
　
鵠
P
瓢
）
、
政
庁
（
○
○
〈
①
ヨ
ヨ
ゆ
9
匿
詫
）
な
ど
の
諸
公
共
建
造
物
が
立
ち
な
ら
ん
で
い
っ
た
。
後
二
者
は
、
当
初

は
ベ
ン
ガ
ル
知
事
官
邸
、
一
七
七
四
年
以
降
は
総
督
官
邸
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
人
住
宅
や
病
院
・
墓
地
な
ど
の
諸
施
設
の
郊
外
移
転
と
、
そ
の
跡
地
を
充
填
す
る
諸
官
公
庁
の
立
地
を
通
じ
て
、
旧

ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
の
南
部
地
区
は
土
地
利
用
を
純
化
さ
せ
、
英
領
イ
ン
ド
の
管
理
中
枢
機
能
の
所
在
地
へ
と
成
長
し
た
。
こ
こ
に
も
、
ベ
ン

ガ
ル
の
商
館
都
市
か
ら
英
領
イ
ン
ド
の
政
治
的
首
都
へ
と
い
う
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
の
性
格
変
化
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
今
日
も
、
こ
の
地
区
に
は

諸
官
庁
が
集
中
し
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
C
B
D
の
核
を
形
成
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
旧
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
の
北
部
地
区
は
、
以
前
と
お
な
じ
く
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ほ
か
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
・
ア
ル
メ
ニ
ア
人
な

ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
商
人
の
商
業
地
区
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
商
業
地
区
は
、
さ
ら
に
旧
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
の
東
部
・
北
東
部
に
拡
大
し
て
い

っ
た
。

　
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
人
地
区
の
二
次
的
分
散
と
拡
大
は
、
新
ウ
ィ
リ
ア
ム
要
塞
を
核
と
し
て
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
を
と
り
か
こ

む
形
で
展
開
し
た
。
す
な
わ
ち
、
北
か
ら
時
計
ま
わ
り
に
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
の
北
辺
に
は
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
人
商
業
地
区
と
官
公
庁
地
区
が
、
東

辺
の
北
半
分
に
は
チ
ョ
ウ
リ
ソ
ギ
ー
通
り
に
そ
っ
て
イ
ギ
サ
ス
人
む
け
の
高
級
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
地
区
が
、
そ
の
南
半
分
に
は
イ
ギ
リ
ス
人

高
級
住
宅
地
が
、
そ
し
て
南
辺
に
は
、
病
院
一
の
ち
に
こ
の
地
区
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
兵
士
と
イ
ン
ド
耳
蝉
の
二
つ
の
陸
軍
病
院
が
設
置
さ
れ

て
い
く
一
や
公
邸
な
ど
が
立
地
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
地
区
の
機
能
分
化
は
、
以
後
、
独
立
時
ま
で
カ
ル
カ
ッ
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タ
の
基
本
的
な
都
市
構
造
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
く
。

　
一
方
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
を
と
り
か
こ
む
イ
ギ
リ
ス
人
地
区
の
発
展
は
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
の
も
つ
意
味
を
変
え
て
い
っ
た
。
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
は
、
新
要
塞
の
軍
事
的
必
要
か
ら
設
け
ら
れ
た
遮
断
空
間
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
地
区
の
拡
大
と

分
化
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
は
、
各
イ
ギ
リ
ス
人
地
区
を
相
互
に
む
す
び
合
わ
せ
る
、
巨
大
な
広
場
空
想
あ
る
い
は
公
園
と

化
し
て
い
っ
た
。
の
ち
に
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
が
、
広
場
を
意
味
す
る
マ
イ
ダ
ソ
　
（
影
干
α
窪
、
練
兵
場
の
意
も
あ
る
が
、
広
場
の
意
味
で
用

い
ら
れ
る
の
が
一
般
）
と
よ
ば
れ
る
に
い
た
る
の
も
、
そ
の
機
能
変
化
を
物
語
る
。

　
幻
イ
ン
ド
人
地
区
の
状
況

　
（

　
イ
ギ
リ
ス
人
地
区
を
の
ぞ
く
残
り
の
部
分
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
　
タ
ウ
ン
と
よ
ば
れ
、
イ
ン
ド
人
地
区
に
あ
た
っ
て
い
た
。
第
五
図
で
は
、
ブ
ラ

ッ
ク
　
タ
ウ
ン
は
、
実
体
以
上
に
空
白
地
区
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
一
七
五
六
年
当
時
に
く
ら
べ
る
と
、
イ
ン
ド
人
地
区
も
北
方
お
よ
び

東
方
に
大
き
く
拡
大
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
　
タ
ウ
ン
の
中
心
は
、
上
述
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
商
業
地
区
に
接
し
て
フ
ー
グ
リ
川
ぞ
い
に
北
へ
と
ひ

ろ
が
る
ブ
ラ
　
バ
ザ
ー
ル
（
H
W
口
H
肖
㊤
　
H
W
ρ
R
ρ
目
）
、
ラ
ム
　
バ
ザ
ー
ル
（
菊
ρ
白
切
器
舘
）
、
お
よ
び
バ
ブ
ー
　
バ
ザ
ー
ル
（
じ
d
ρ
げ
。
。
陶
器
鍵
）
に
あ
っ
た
。

そ
こ
は
、
今
日
に
い
た
る
も
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
商
業
中
心
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
期
に
は
、
旧
マ
ラ
ー
タ
濠
ま
で
市

街
地
の
充
填
が
す
す
み
、
ブ
ラ
ッ
ク
　
タ
ウ
ン
も
大
き
く
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
旧
マ
ラ
ー
タ
濠
も
埋
め
た
て
ら
れ
て
、
道

路
に
転
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
第
五
図
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。
　
一
七
九
九
年
に
は
、
同
壕
は
完
全
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
、
環
状
道
路

（
O
一
目
O
信
一
や
目
　
国
O
ρ
α
）
と
化
す
。

　
イ
ン
ド
人
地
区
は
、
せ
ま
い
道
路
が
錯
綜
し
、
衛
生
状
態
も
き
わ
め
て
悪
く
、
貧
弱
な
家
屋
の
た
ち
な
ら
ぶ
住
環
境
の
悪
化
地
区
で
あ
っ
た
。

当
時
の
ブ
ラ
ヅ
ク
　
タ
ウ
ン
の
混
乱
し
た
土
地
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
た
と
え
ば
、
一
八
〇
三
年
に
カ
ル
カ
ッ
タ
を
訪
れ
た
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ア
卿
（
u
。
鋭
く
巴
窪
試
ρ
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
い
ま
で

は
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
の
町
は
、
そ
の
規
模
か
ら
み
て
も
、
ま
た
ヨ
ー
㍑
ッ
パ
人
の
居
住
地
区
を
か
ざ
っ
て
い
る
壮
大
な
建
築
群
か
ら
み
て
も
、
イ
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ン
ド
政
府
の
首
都
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
チ
ョ
ウ
リ
ン
ギ
ー
は
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
都
市
の
中
で
は
、
も
っ
と
も
美
し
い
景
観
を
み
せ
て
い

る
。
し
か
し
ブ
ラ
ヅ
ク
　
タ
ウ
ン
は
、
完
壁
な
ま
で
に
こ
れ
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
そ
の
道
路
は
せ
ま
く
、
き
た
な
い
。
し
か
も
そ
の
二
階
建

の
家
屋
は
、
ほ
と
ん
ど
胸
壁
と
わ
ら
や
竹
ぶ
き
で
出
来
て
お
り
、
た
ま
に
レ
ン
ガ
造
り
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
最

貧
階
級
の
小
屋
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
」
。
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
つ
く
り
あ
げ
た
カ
ル
カ
ッ
タ
の
都
市
景
観
を
誇
り
つ
つ
、
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
母
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

区
と
イ
ン
ド
人
地
区
と
の
対
照
性
を
強
調
す
る
。
イ
ン
ド
都
市
の
も
っ
こ
の
二
重
性
は
、
以
後
イ
ン
ド
都
市
論
の
基
調
と
な
っ
て
い
く
。

　
時
代
は
前
後
す
る
が
、
一
七
八
九
年
に
ベ
ン
ガ
ル
巻
訪
れ
た
グ
ラ
ン
ド
パ
ー
（
曾
窪
9
お
）
も
、
ダ
ル
フ
ー
ジ
広
場
周
辺
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
人
地

区
の
景
観
が
、
世
界
の
都
市
の
な
か
で
も
有
数
の
も
の
だ
と
誇
り
つ
つ
も
、
同
広
場
か
ら
す
こ
し
は
な
れ
た
テ
ィ
レ
ヅ
タ
　
バ
ザ
ー
ル
（
目
醗
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

窪
餌
切
器
銭
）
i
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
の
北
東
境
に
所
在
一
付
近
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
「
道
路
は
泥
土
の
ま
ま
で
、
家
屋
と
道
路
と
の
間
に
掘
ら
れ
た
溝
は
、
あ
ら
ゆ
る
汚
物
の
捨
て
場
で
あ
る
。
路
上
や
家
で
死
ん
だ
動
物
の

　
　
死
骸
な
ど
も
、
そ
こ
に
投
げ
込
ま
れ
、
放
置
さ
れ
、
腐
敗
し
て
い
く
。
困
窮
、
病
気
あ
る
い
は
事
故
の
た
め
、
多
数
の
あ
わ
れ
な
人
間
も

　
　
路
上
で
死
ん
で
い
く
。
宿
所
の
玄
関
の
前
に
、
あ
わ
れ
な
人
間
の
死
体
が
こ
ろ
が
り
、
二
晩
に
わ
た
っ
て
飢
え
た
動
物
（
ジ
ャ
ッ
カ
ル
）

　
　
た
ち
の
餌
食
と
な
っ
て
い
く
の
を
み
た
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
同
様
の
記
録
は
、
一
七
八
○
年
に
カ
ル
カ
ッ
タ
に
滞
在
し
た
マ
ッ
キ
ン
ト
ヅ
シ
ュ
（
ン
R
ρ
O
財
一
カ
日
O
ω
げ
）
に
も
、
見
い
出
さ
れ
る
。
彼
は
、
　
「
住
宅

・
小
屋
・
掘
建
小
屋
、
大
路
・
小
路
・
路
地
・
ま
が
り
く
ね
っ
た
道
、
ど
ぶ
・
汚
水
だ
め
が
、
こ
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な
っ
て
、
人
間
の
感
覚
や
健
康

に
と
っ
て
不
快
な
汚
物
と
腐
敗
の
か
た
ま
り
を
つ
く
り
あ
げ
つ
つ
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
首
都
を
構
成
し
て
い
る
。

ご
く
一
部
の
地
区
の
み
が
清
潔
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
夜
間
は
飢
え
た
ジ
ヤ
ヅ
カ
ル
と
の
、
ま
た
昼
聞
は
飢
え
切
っ
た
ハ
ゲ
タ
カ
や
タ
カ
や
カ

ラ
ス
と
の
親
し
い
つ
き
あ
い
の
お
か
げ
で
あ
る
。
お
な
じ
よ
う
に
、
よ
ど
み
悪
臭
を
は
な
つ
水
た
ま
り
が
生
み
だ
す
較
の
襲
撃
を
、
一
時
的
に

も
防
い
で
い
る
の
は
、
公
道
や
掘
建
小
屋
か
ら
ふ
き
あ
が
る
煙
で
あ
ろ
」
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
ブ
ラ
ッ
ク
　
タ
ウ
ン
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
諸
記
録
は
、
自
ら
つ
く
り
あ
げ
た
ホ
ワ
イ
ト
　
タ
ウ
ン
を
美
化
し
、
逆
に
ブ
ラ
ヅ
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ク
　
タ
ウ
ン
の
状
況
を
あ
げ
つ
ら
う
と
い
う
一
面
を
も
つ
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
し
か
に
ブ
ラ
ッ
ク
　
タ
ウ
ン
の
無
秩
序
な
拡
大
は
、
第

五
図
の
上
で
も
、
そ
こ
で
の
道
路
の
錯
綜
状
況
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
無
秩
序
な
都
市
拡
大
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
政

策
に
責
任
の
一
端
が
も
と
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
十
八
世
紀
初
め
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
、
同
会
社
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
都
心
部
で
地
代
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

入
を
も
た
ら
す
も
の
は
何
で
あ
れ
、
積
極
的
に
賃
貸
す
る
政
策
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
都
市
ザ
ミ
ソ
ダ
リ
ー
制
が

発
展
し
、
土
地
・
家
屋
の
賃
貸
業
が
、
商
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
と
な
ら
ぶ
主
要
な
投
機
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。
と
く
に
、
都
市
雑
役
者
へ
の
低

質
な
賃
貸
住
宅
の
供
給
が
、
そ
の
主
た
る
対
象
で
あ
っ
た
。
カ
ル
カ
ヅ
タ
は
、
首
都
と
し
て
成
長
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
ま
す
ま
す
消
費
的
性

格
を
つ
よ
め
、
雑
役
的
労
働
力
へ
の
依
存
を
大
に
し
て
い
っ
た
。
く
わ
え
て
、
カ
ー
ス
ト
制
度
の
存
在
は
、
こ
の
傾
向
に
一
層
の
拍
車
を
か
け

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
都
市
ザ
ミ
ン
ダ
ー
ル
に
よ
る
、
雑
役
労
働
黒
む
け
の
不
良
住
宅
の
建
設
が
、
盛
行
し
た
。
こ
こ
に
、
今
日
に
も
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

バ
ス
テ
ィ
（
ゆ
二
ω
ゆ
O
Φ
）
と
よ
ば
れ
る
不
良
住
宅
地
区
形
成
の
発
端
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
形
成
は
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
が
ほ
と
ん
ど
工
業
を
も
た
な
か

っ
た
十
八
世
紀
に
お
い
て
、
す
で
に
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
バ
ス
テ
ィ
の
形
成
は
、
工
業
化
の
所
産
と
は
い
え
な
い
の

で
あ
る
。

幽
ブ
ラ
ヅ
ク
　
タ
ウ
ン
の
拡
大
は
、
右
に
述
べ
た
バ
ス
テ
ィ
の
拡
大
を
と
も
な
い
つ
つ
展
開
し
た
。
そ
こ
で
は
、
既
述
の
引
用
が
示
す
よ
う
に
、

生
活
基
盤
や
公
衆
衛
生
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
配
慮
は
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
七
七
〇
年
の
コ
レ
ラ
流
行
に
際
し
て
、
六
月
十

五
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
の
約
三
ヵ
月
間
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
路
上
か
ら
撤
去
さ
れ
た
死
体
だ
け
で
も
七
六
、
○
○
○
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
報

　
　
　
⑰

告
が
あ
る
。
こ
の
数
字
は
過
大
で
あ
る
と
し
て
も
、
人
口
の
増
大
に
つ
れ
て
、
公
衆
衛
生
も
加
速
的
に
悪
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
一
七
八
一
年
越
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
改
良
計
画
が
提
案
さ
れ
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
微
温
的
な
が
ら
も
イ
ン
ド
人
地
区
を
も
含
め
た
、
カ
ル

ガ
ッ
タ
の
都
市
整
備
に
着
手
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
つ
づ
く
十
九
世
紀
は
、
カ
ル
カ
ヅ
タ
に
と
っ
て
都
市
整
備
と
工
業
化
の
世
紀
と
な
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
　
ン
津
錠
閑
・
”
日
ゴ
。
寓
p
法
華
。
｛
切
葺
凶
号
ぎ
象
ρ
H
謡
⑦
占
。
。
α
。
。
嚇
融
き
。
げ
霧
ま
き
　
　
　
　
一
塁
伊
唱
．
α
。
。
に
は
、
講
和
条
約
の
全
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
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損
害
賠
償
金
一
、
七
七
〇
万
ル
ピ
ー
の
内
訳
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
一
、
○
○
○

　
万
ル
ビ
…
、
カ
ル
カ
ッ
タ
在
住
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
五
〇
〇
万
ル
ビ
…
、
お
な
じ
く

　
イ
ン
ド
人
に
一
　
○
○
万
ル
ビ
…
、
お
な
じ
く
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
七
〇
万
ル
ピ
ー
で

　
あ
っ
た
。

②
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ご
①
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σ
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目
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Establishment　and　Urbanization　of　Calcutta

by

Toshiaki　Ohji

　　It　was　in　1690　that　the　English　East　lndia　Company　founded　a

factory　at　Sutanuty．　Since．　．then　Calcutta　has　grown　as　an　important　city

under　British　rule　of　Bengal　and　later　the　whole　of　lndia．　ln　this

article　we　will’　trace　three　stages　in　the　process　of　the．urbanization

of　Calcutta　up　to　the　end　of　the　eighteenth　century．・

　　In　the　first　period，　tke　latter・half　of　the　seventeenth　century，　Cal－

cutta，　both　politica！ly　and　economically　became　a．　leading　town　in　the

Bhagirathi－Hooghly　Rivers　area，　and　at　the　same　time　the　British

began　the　colonization　of　Bengal．　1・also　investigated　why　J．　Charnock

chose　Sutanuty　as　the　location　for　his　factory　in　Benga1．

　　Second，　we　will　follow　the　growth　process　of　Calcutta　in　the　first

half　of　the　eighteenth　century．　Especially　the　formation　of　the　hinter－

land　of　Calcutta　and　the　early　city　plans　wi11　be　examined．

　　Through　the　third　period，　the　latter　half　of　the　eighteenth　century，

we’@will　look　at　the　process　of　change　in　Calcutta．　The　British　recap－

ture　of　・Calcutta　from　Siraj－ud－Ullah，　and　victory　at　the　battle　oi

Plassey　greatly　changed　the　character　of　the　city．　Since　then，　this

factory　town　established　by　the　British　East　lndia　Company　in　Bengal

grew　into　a　politically　and　strategically　important　city，　even　after

British　Colonial　rule　ended．　The　transition　was　clearly　marked　in　the

plans　to　rebuild　Calcutta　after　the　battle．　The　basic　urbaエ1　structure　of

the　city，　which　has　remained　up　toエ10w，　was　established　during　this

period，　and　at　the　same　time　areal　segregation　of　the　residential　area

between　the　English　and　the　lndian　communities　was　definitely　marked

off．
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